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本
学
が
交
換
留
学
で
提
携
し
て
い
る

ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・�

リ
ス
ト
音
楽
大
学
に
、
t
崎
真
央
さ
ん

（
大
２
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）が
留
学
、ワ

イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音
大

か
ら
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

カ
ー
ゲ
ル
さ
ん
（
２
年
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）

の
本
学
受
け
入
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

期
間
は
２
人
と
も
半
年
間
で
、
本
学
の

交
換
留
学
生
は
t
崎
さ
ん
が
初
め
て
。

中
村
孝
義
学
長
は
６
月
１１
日
、
t
崎
さ

ん
に
０９
年
度
奨
学
制
度
・
海
外
留
学
助

成
金
の
適
用
を
認
め
る
決
定
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。�

　
t
崎
さ
ん
は
高
校
１
年
生
の
時
に
ド

イ
ツ
で
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

ド
イ
ツ
留
学
は
長
年
の
夢
。
８
月
２０
日

前
後
に
日
本
を
出
発
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
講
習
を
受
け
た
後
、
ド
イ
ツ
語
集
中

コ
ー
ス
受
講
の
た
め
９
月
４
日
ま
で
に

ド
イ
ツ
に
入
国
の
予
定
で
す
。�

　
留
学
期
間
は
１０
月
１
日
か
ら
３
月
３１

日
ま
で
。
寮
で
生
活
し
ワ
イ
マ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音
大
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
学
修
し
ま
す
。
t
崎
さ
ん
は
「
だ

れ
で
も
出
来
る
経
験
で
は
な
い
の
で
、

多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
受
身
だ
け
で
は
な
く
、

こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
な
姿
勢
で
良
い
と

こ
ろ
を
学
ん
で
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
カ
ー
ゲ
ル
さ
ん
は
９
月
９
日
に
来
日

予
定
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
同
１４
日
か

ら
始
ま
る
後
期
授
業
か
ら
出
席
し
、
フ

ァ
ゴ
ッ
ト
と
尺
八
を
学
修
し
た
い
と
の

希
望
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
マ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音
大
の
推
薦
状
に

よ
る
と
、
カ
ー
ゲ
ル
さ
ん
は
２２
歳
。
才

能
豊
か
で
意
欲
的
、
か
つ
規
律
正
し
く

勉
学
に
励
む
学
生
で
す
。
多
才
で
、
興

味
を
抱
い
て
い
る
一
つ
は
現
代
音
楽
に

お
け
る
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の

つ
な
が
り
だ
と
し
て
い
ま
す
。�

　
本
学
は
韓
国
、
中
国
、
ド
イ
ツ
の
計

４
大
学
（
校
）
と
提
携
。
ワ
イ
マ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音
楽
大
学
は
そ
の

一
つ
で
、
作
曲
家
の
リ
ス
ト
が
提
唱
し

１
８
７
２
年
に
設
立
、
学
生
約
８
５
０

人
、
教
員
約
２
５
０
人
。
大
学
と
大
学

院
が
あ
り
、
校
舎
は
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の

歴
史
的
建
物
で
、
リ
ス
ト
が
住
ん
だ
家

は
博
物
館
に
。
ま
た
、
ワ
イ
マ
ー
ル
市

は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
０９
年
度
奨
学
制
度

（
給
付
奨
学
金
）
決
定
通
知
書
授
与
が

６
月
１１
日
、
Ａ
号
館
会
議
室
で
行
わ
れ
、

中
村
孝
義
学
長
が
３２
人
（
大
学
２３
人
、

短
大
７
人
、
大
学
院
２
人
＝
手
渡
し
ず

み
）
に
決
定
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
制
度
は
０８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
学
業
優
秀
で
、
０８
年
度
の

成
績
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
た
学
生
に
奨

学
金
と
し
て
支
給
。
大
学
の
場
合
は
奨

学
金
Ａ
９０
万
円
、
同
Ｂ
４５
万
円
、
同
Ｃ

３０
万
円
。
音
楽
専
攻
科
は
２０
万
円
。
短

大
は
同
Ａ
８５
万
円
、
同
Ｂ
４０
万
円
、
同

Ｃ
２５
万
円
、
短
大
専
攻
科
は
２０
万
円
。

ま
た
、
大
学
院
は
１
年
生
が
０９
年
度
か

ら
新
奨
学
金
制
度
に
移
行
、
入
試
成
績

ま
た
は
学
業
優
秀
者
に
５０
万
円
を
支
給

し
ま
す
。�

　
一
人
ひ
と
り
に
決
定
書
を
渡
し
た
中

村
学
長
は
「
先
生
方
、
学
生
の
諸
君
ら

が
皆
さ
ん
に
注
目
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
注
目
に
負
け
な
い
よ
う
素
晴
ら
し

い
成
果
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。�

　給付学生は次のみなさん。�
【大学奨学金Ａ】根本みずき（２年、ピアノ）、村井陽香（３年、
同）、藤田紗織（４年、フルート）【同Ｂ】加茂里織（２年、ピア
ノ）、鷹羽萌子（同、クラリネット）、山中直（３年、音楽学）、坂
本彩華（同、クラリネット）、井上亜依子（４年、ピアノ）、小川
翔子（同、クラリネット）【同Ｃ】京谷政樹（２年、音楽学）、西
田安希（同、声楽）、染川裕香（同、ピアノ）、坪井彩奈（同、フ
ルート）、沖永紗織、清水沙紀子、林ゆかり、村上優子（以上３年、
ピアノ）、大岡紋、大前裕美子（以上４年、声楽）有岡綾香、　田
絵梨（同、ピアノ）【音楽専攻科】水野智絵（声楽）、小山亜希（ヴ
ァイオリン）�
【短大２年奨学金Ａ】牛尾奈津美（ジャズ・ポピュラー専攻電子オ
ルガン）【同Ｂ】大山瑞紀、澤真紀（以上声楽）【同Ｃ】柴田穂
奈美（ピアノ）、吉武千恵（クラリネット）、浦田友実（ジャズ・ポ
ピュラー専攻電子オルガン）【短大専攻科】杉本友樹（電子オル
ガン）�
【大学院】三浦槙子（ピアノ）、山下真里子（サクソフォーン）�

中村孝義学長から海外留学助成金の決
定書を受け取るL崎真央さん�

中村学長から奨学金の決定書を受け取
る根本みずきさん＝いずれもＡ号館会
議室ＡＢで�

　
崎
真
央
さ
ん（
　
　
　
）が
交
換
留
学
生
に�

大
２
・�

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン�

本
学
初
　

本
学
初
　独
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
リ
ス
ト
音
大
へ

独
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
リ
ス
ト
音
大
へ�
本
学
初
　独
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
リ
ス
ト
音
大
へ�

積極姿勢で�
学ぶと抱負�

奨学金の支給�
32人に決定書�
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大
学
２
年
生
を
対
象
に
し
た
２
０
０
９
年
度
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
６

月
５
日
、
Ａ
号
館
３
０
１
教
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村
孝
義
学
長
の
特
別

講
演
の
後
、
卒
業
生
の
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
る
榎
か
お
り

さ
ん
（
９７
年
大
卒
・
楽
理
）
と
兵
庫
県
立
西
宮
高
校
音
楽
科
講
師
、
田
中
郷

子
さ
ん
（
００
年
大
卒･

声
楽
）
が
様
々
な
体
験
を
も
と
に
、
学
生
た
ち
に
熱

い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
出
席
し
た
学
生
は
１
４
０
人
を
超
え
、
就
職
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。�

　
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
勤

め
る
ま
で
は
一
般
企
業
で
５
年
間
、
営

業
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
中

で
は
遠
回
り
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
は
１８
歳
の
こ
ろ
に
抱
い
て
い
た
音
楽

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
仕
事
に
一
歩
近
づ
き
、

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
営
業
の
こ

ろ
の
厳
し
い
経
験
が
今
の
仕
事
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。�

　
音
楽
業
界
で
働
く
た
め
に
、
王
道
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
力
を
養
い
、
自
分

の
中
に
引
出
し
を
い
く
つ
も
持
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
い
ろ
ん
な
こ

と
を
経
験
し
て
く
だ
さ
い
。
無
駄
な
経

験
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
き

っ
と
役
に
立
ち
ま
す
。�

　
学
生
の
こ
ろ
は
視
聴
覚
教
室
に
こ
も

り
、
オ
ペ
ラ
の
ビ
デ
オ
や
Ｌ
Ｄ
を
貪
る

よ
う
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。
「
高
い
授

業
料
を
取
り
返
す
た
め
、
こ
れ
は
見
な

損
や
」
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
ね
。
卒

業
後
は
神
戸
大
の
大
学
院
に
進
み
ま
し

た
が
、
今
思
う
と
、
あ
の
貪
欲
さ
が
少

し
は
役
に
立
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。�

　
今
は
教
師
と
歌
う
仕
事
を
し
て
い
ま

す
が
、
「
大
音
を
出
て
よ
か
っ
た
な
」

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
輩
が
た

く
さ
ん
い
て
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
が
将
来
、
ど
ん

な
道
を
歩
む
に
し
て
も
、
あ
な
た
の
周

り
に
は
先
輩
や
仲
間
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

　
榎
さ
ん｢

大
音
は
音
楽
に
あ
ふ
れ
豊

か
で
す
。
学
生
の
こ
ろ
は
恵
ま
れ
過
ぎ

て
、
心
配
に
な
っ
た
り
し
て｣�

　
中
村
学
長
「
豊
か
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

豊
か
さ
の
貧
し
さ
に
陥
り
や
す
い
。
豊

か
な
環
境
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

も
っ
と
貪
欲
に
な
っ
て
ほ
し
い
」�

　
田
中
さ
ん
「
夢
を
持
つ
こ
と
が
大
事

で
す
ね
。
努
力
す
れ
ば
必
ず
そ
れ
に
近

づ
け
ま
す
」�

　
中
村
学
長
「
夢
を
持
つ
と
ア
ン
テ
ナ

が
広
が
り
、
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
人
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」�

　
音
楽
を
や
り
た
く
て
こ
の
大
学
に
こ

ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
他
の
ど
の
大
学
の

学
生
よ
り
も
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
学
生
時
代
に
情

熱
を
そ
そ
げ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
将
来
、
キ
ャ
リ

ア
を
築
い
て
い
く
上

で
と
て
も
大
事
な
こ

と
で
す
。
そ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
と
頭
の

中
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。�

　
音
大
を
卒
業
し
て
も
音
楽
の
道
に
進

め
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
一
般
企
業
に

進
む
人
も
い
ま
す
。
面
接
の
と
き
に
必

ず
聞
か
れ
る
の
が
、｢

音
大
生
な
の
に

ど
う
し
て
う
ち
の
会
社
を｣

と
い
う
こ

と
で
す
。｢

私
は
大
音
で
培
っ
た
様
々

な
能
力
を
今
、
こ
の
仕
事
に
生
か
し
た

い｣

と
い
う
明
確
な
説
明
が
な
け
れ
ば

成
功
し
な
い
で
し
ょ
う
。�

　
音
大
は
音
楽
の
こ
と
だ
け
を
勉
強
し

て
き
た
、
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
を
や

る
に
は
大
変
な
努
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
で
す
。
皆

さ
ん
は
音
楽
を

通
し
て
忍
耐
、

持
続
す
る
力
、

集
中
力
、
創
造

す
る
力
、
そ
う

い
う
力
を
身
に

つ
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の

こ
と
を
自
覚
し
、

自
信
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

　
何
か
に
打
ち
込
み
情
熱
を
そ
そ
い
だ

こ
と
の
あ
る
人
は
、
他
の
こ
と
に
も
情

熱
を
そ
そ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
音
楽

を
や
っ
て
き
た
人
は
音
楽
以
外
の
と
こ

ろ
で
も
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
。
皆
さ
ん

は
そ
の
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
こ
れ
か

ら
の
就
職
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

本
学
初
　独
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
リ
ス
ト
音
大
へ�

卒
業
生
ら
が
熱
い
エ
ー
ル�

キャリアガイダンス�「大音生は社会に�
どう応えることができるか」�

中村孝義学長特別講演�

榎
か
お
り
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

榎かおりさん�
一般企業で営業の
経験をした後、
01年から兵庫県
立芸術文化センタ
ー事業部に勤務。�

田
中
郷
子
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

田中 郷子さん �
卒業後、神戸大学
大学院に進学。現
在は高校教師と「エ
リーゼ音楽アカデ
ミー」講師。�

座
談
会�

夢
を
持
て
ば
ア
ン
テ
ナ
が
広
が
り
ま
す
�
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■大阪音楽大学コンサート・センターでは、演奏会開催日は開演時刻
まで窓口取り扱い時間を延長し、他公演の入場券の販売、発券を行
います。これに伴い、演奏会場内での入場券の販売、発券はいたし
ません。コンサート・センター窓口でお求めください。�

■本年度から本学学生出演の演奏会が一部有料になります。各演奏会
の詳細とともにご案内いたします。�

■電話、Fax、はがき、大学ホームページ等で入場券をお申し込みに
なり、郵送で受け取りご希望の場合、代金の振込手数料、送料はお
客様のご負担となります。また、本学主催演奏会の「ご案内チラシ」
のみ郵送ご希望の方も送料をご負担いただきます。詳しくは電話で
お問い合わせください。�

［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８�
1０６-６３３４-２２４２　Fax０６-６３３４-２１６４�

２００８年度 大阪音楽大学音楽学部最優秀賞受賞者演奏会�

第６回　ザ・ローレル・コンサート�
１０月２９日（木）１９時　いずみホール　入場料　１０００円�

原田恵美�
�
三浦槙子�
�
中　侑子�

コンサート・センターからお知らせ�

（クラリネット）�

�

（ピアノ）�

�

（ソプラノ）�

G.ヴェルディ（L.バッシ編曲）：リゴレットによる演奏会用幻想曲�
R.シューマン：幻想小曲集　作品73　ほか�
　　　　　　　　　　　　　　　　　ピアノ／中村理愛�
�
C.フランク：前奏曲、コラールとフーガ　ほか�
�

G.プッチーニ：歌劇「蝶々夫人」より　ある晴れた日に�
A.カタラーニ：歌劇「ワリー」より�
　　　　　　　  それならば、私は遠くへ行きましょう　ほか�
　　　　　　　　　　　　　　　　　ピアノ／下村沙織�
�

OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

の 催 し �

�

8月・9月・10月�
８月２日（日）�
１０時�
�

８月３日（月）�
１０時�
�

８月４日（火）�
１０時�
�
８月４日（火）�
１０時�
�
８月５日（水）�
１０時�
�
８月６日（木）�
１０時�
�

８月２２日（土）�
１１時�
�

８月２３日（日）�
１１時�
�

９月１２日（土）�
１０時�
�

９月１２日（土）�
１４時�
�

９月１２日（土）�
１５時１５分�
�
９月１２日（土）�
１８時�
�
９月１９日（土）�
１５時１５分�
�

９月２６日（土）�
１４時�
�

９月２６日（土）�
１５時�
�
９月２６日（土）�
１５時１５分�
�
９月２９日（火）�
１７時�
�
１０月１日（木）�
１０時�
�
１０月３日（土）�
１５時１５分�
�
１０月３日（土）�
１５時�

１０月１０日（土）�
１５時�
�
１０月１０日（土）�
１５時１５分�
�
１０月１０日（土）�
１７時�
�
１０月１２日（月・祝）�
１１時１５分�
�
１０月１３日（火）�
１７時�
�
１０月１６日（金）�
１４時�
�
１０月１７日（土）�
１５時�
�
１０月１７日（土）�
１５時１５分�
�
１０月２０日（火）�
１８時�
　　　�
１０月２１日（水）�
１８時�
�
１０月２２日（木）�
１８時�
�
１０月２３日（金）�
１８時３０分�
�
１０月２４日（土）�
１４時�
�
１０月２４日（土）�
１５時�
�
１０月２４日（土）�
１５時１５分�
�
１０月２７日（火）�
１８時３０分�

１０月２９日（木）�
１９時�
�

１０月２９日（木）�
１９時�
�
１０月３０日（金）�
１４時�
�
１０月３１日（土）�
１４時�
�
１０月３１日（土）�
１５時�
�
１０月３１日（土）�
１５時１５分�

指導者研修　ピアノ（基礎編）①�
Ｆ号館２１５　植田定和　ほか�
�
指導者研修　ピアノ（基礎編）② （応用編）①�
Ｆ号館２１５　講師　植田定和ほか（基礎編）�
浅井康子ほか（応用編）�
�
指導者研修　ピアノ（応用編）②�
Ｆ号館２１５　講師　油井美加子　ほか�
�
指導者研修　幼児音楽①�
Ｃ号館４０１ほか　講師　井本英子　清水晶子�
�
指導者研修　幼児音楽②�
Ｃ号館４０１　講師　井本英子　清水晶子　寺谷一紀�
�
指導者研修　幼児音楽③�
Ｃ号館４０１　講師　井本英子　清水晶子�
�
高校生のためのオペラ講座①�
大阪音楽大学　講師　中村敬一　荒田祐子　田中由也�
矢崎真理　西尾麻貴�
�
高校生のためのオペラ講座②�
ＯＨ　講師　中村敬一　荒田祐子　田中由也　矢崎真理�
西尾麻貴�
�
「ガムラン・ワークショップ」�
音楽博物館　講師　小林江美�
�
ミレニアムホール特別講座「“恋人の楽器”フルートをヒロインに」�
ＭＨ　講師　日下部吉彦　フルート　長山慶子�
ハープ　三浦由美子�
�
指導者研修　指揮法（基礎編）①�
O２０１　講師　加藤完二　�
�
Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール  出演  南奈緒  福嶋勲  神永強正�
�
指導者研修　指揮法（基礎編）②�
O２０１　講師　加藤完二　�
�
卒業生による「若い芽のコンサート～４組が彩るフランス色～」�
ＭＨ　出演　辻合佑璃　小寺智絵　田久保友妃　井上千瑞�
古川真也　村井稚麻　有居恵�
�
指導者研修　打楽器①�
Ｋ号館２１２　講師　北野徹�
�
指導者研修　指揮法（基礎編）③�
Ｏ号館２０１　講師　加藤完二�
�
第４回ミレニアムピアノコンサート�
ＭＨ　出演　木村直美　冨樫三起子　小川裕子�
�
西岡信雄コレクション特別展「フィールドワークの足跡」（１２月２８日まで）�
音楽博物館　内容　約４０カ国で収集された楽器等３０００点余を展示�
�
指導者研修　指揮法（基礎編）④�
Ｏ号館２０１　講師　加藤完二�
�
指導者研修　打楽器②�
Ｋ号館２１２　講師　北野徹�

指導者研修　打楽器③�
Ｋ号館２１２　講師　北野徹�
�
指導者研修　指揮法（中級編）①�
Ｏ号館２０１　講師　加藤完二�
�
Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール　出演者未定�
�
オープンキャンパス�
大阪音楽大学�
�
第５回ミレニアムピアノコンサート�
ＭＨ　出演　小杉裕一　芹澤佳司�
�
大阪音楽大学公開講座「音楽の宝石箱」 ①�
高槻市立生涯学習センター　講師　呉信一�
�
指導者研修　打楽器④�
Ｋ号館２１２　講師　北野徹�
�
指導者研修　指揮法（中級編）②�
Ｏ号館２０１　講師　加藤完二�
�
第２３回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第一夜�
ＭＨ　出演　選抜学生�
�
第２３回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第二夜�
ＭＨ　出演　選抜学生�
�
第２３回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第三夜�
ＭＨ　出演　選抜学生 （都合により中止になる場合があります）�
�
畑中良輔特別講座⑦�
ＭＨ　講師　畑中良輔�
�
西岡信雄コレクション特別展記念講演「楽器からのメッセージ」�
音楽博物館　講師　西岡信雄�
�
指導者研修　打楽器⑤�
Ｋ号館２１２　講師　北野徹�
�
指導者研修　指揮法（中級編）③�
Ｏ号館２０１　講師　加藤完二�
�
オペラ物知り講座③「この人でこのオペラ！～晴雅彦さんの場合～」�
ＭＨ　講師　中村敬一　バリトン　晴雅彦　テノール　小餅谷哲男�
�
２００８年度　大阪音楽大学音楽学部最優秀賞受賞者演奏会�
第６回ザ・ローレル・コンサート�
いずみホール　出演　原田恵美　三浦槙子　中侑子�
�
大阪音楽大学開放講座「音楽・心の旅２３」①�
豊中市立中央公民館　講師　藤井敬吾�
�
大阪音楽大学公開講座「音楽の宝石箱」②�
高槻市立生涯学習センター　講師　松田淳一�
�
２０世紀オペラ　プレトーク「火刑台上のジャンヌ･ダルク」の見どころ�
ＯＨロビー　お話　チャン・ユンスン　岩田達宗　t橋浩子�
�
指導者研修　打楽器⑥�
Ｋ号館２１２　講師　北野徹�
�
指導者研修　指揮法（中級編）④�
Ｏ号館２０１　講師　加藤完二�

�
�
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Co l l ege　In forma t i on

２００９年度 ミレニアムピアノコンサート�
～ピアノ教員による演奏会～�

第36回 ミレニアムホール特別講座�
『“恋人の楽器”フルートをヒロインに』�

９月１２日（土）　１４時～１６時　ミレニアムホール�
講師　日下部 吉彦�
演奏　フルート　長山慶子　ハープ　三浦由美子�
受講料　１回１,０００円　＊事前の申し込みが必要です。�

第３回　オペラ物知り講座�
この人でこのオペラ！「晴雅彦さんの場合」�

１０月２７日（火） １８時３０分～２０時３０分  ミレニアムホール�
講師  中村敬一  演奏  バリトン 晴雅彦 テノール 小餅谷哲男�
受講料　1000円　＊事前の申し込みが必要です。�
〈申し込み・問い合わせ〉大阪音楽大学エクステンション・センター�

1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

畑中良輔特別講座�
日本歌曲　１００年の歩みを辿って�

第７回　１０月２３日（金）１８時３０分�
　「新声会（そのⅡ）」石桁眞礼生　別宮貞雄　畑中良輔�
講師　畑中良輔   演奏　掛戸有美  青木耕平  岩佐明子�
受講料　２０００円（学生１０００円）　＊事前の申し込みが必要です。�
〈申し込み・問い合わせ〉大阪音楽大学エクステンション・センター�

1０６-６３３４-２２４９　FAX０６-６３３４-２５４２�

第５回　１０月１３日（火）１７時　ミレニアムホール  入場無料�

第４回　９月２９日（火）１７時　ミレニアムホール　入場無料�

木村直美  S.プロコフィエフ：ピアノ・ソナタ 第６番  イ長調  作品８２ �
冨樫三起子  F.ショパン：ポロネーズ 第７番 変イ長調 作品６１ 「幻想ポロネーズ」ほか
小川裕子  E.グリーグ：ピアノ・ソナタ　ホ短調　作品７�

小杉裕一  F.ショパン：舟歌  嬰へ長調  作品６０  スケルツォ  第３番  嬰ハ短調  作品３９ 他�
芹澤佳司 F.シューベルト：ピアノ・ソナタ　第２０番　イ長調　D.９５９�

一流の演出家、オペラ歌手があなたを指導します�
オペラハウスの舞台で歌ってみませんか�

　大阪音楽大学では本学卒業生を対象に、２０１０年度の演
奏員を募集します。募集ジャンルは声楽・ピアノ・管弦打・ジャズ・
ポピュラー・ミュージカルです。詳細は本学ホームページをご覧
ください。電話でのお問い合わせはエクステンション・センターへ。
1０６-６３３４-２２４９�
応募締切　２００９年１０月２０日（火）�

募集対象：大阪音楽大学または大阪音楽大学短期大学部を卒業し１０年以内の人�
募集人数：〈１演奏会につき〉２～４人（組）�
公演内容：①ソロ形式の演奏　②アンサンブル形式の演奏�
ジャンル：クラシックおよびジャズ・ポピュラー�
公演日程：２０１０年度６回予定�
応募締切：２０１０年２月２６日（金）必着　＊今回より、本番で演奏する曲目

と同一曲目の音源を提出していただくことになりました。�
〈申し込み・問い合わせ〉〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８�
大阪音楽大学エクステンション・センター　若い芽のコンサート係�
1０６-６３３４-２２４９　e-mail:extension１@daion.ac.jp

９月２６日（土）１４時　ミレニアムホール　入場料５００円�
出演　フルート　辻合佑璃　ピアノ　小寺智絵�

ヴァイオリン　田久保友妃　ピアノ　井上千瑞�
サクソフォーン　古川真也　ピアノ　村井稚麻�
ピアノ　有居 恵�

〈申し込み・問い合わせ〉大阪音楽大学エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

講師　声楽指導兼言語指導　荒田祐子　田中由也�
　　　演出　中村敬一　�

コレペティートル　矢崎真理　西尾麻貴�
日程　８月２２日（土）１１時～１５時　８月２３日（日）１１時～１７時�
会場　大阪音楽大学　　受講料　１０,０００円�

第44回オペラ公演　20世紀オペラ・シリーズ�

オペラ・プレトーク開催�
「火刑台上のジャンヌ・ダルク」の見どころ 聴きどころ�
１０月３１日（土）１４時  ザ・カレッジ・オペラハウス１Ｆロビー  入場無料�
お話　チャン・ユンスン　岩田達宗　t橋浩子�
�

１１月６日（金）１９時　１１月８日（日）１４時　指定席�
一般７０００円　シルバー６０００円　高校生以下３０００円�
　　指揮　チャン・ユンスン　演出　岩田達宗�
　　制作担当　t橋浩子　制作統括　本田耕一�
　　ジャンヌ・ダルク　石橋栄実　修道士ドミニク　川下登�
　　マルグリート　田邉織恵　カトリーヌ　荒田祐子�
　　聖処女　中西麻貴　ほか�

　　合　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
　　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
　　オンド・マルトノ演奏　久保智美�
�

A.オネゲル�

（原語/フランス語・一部訳詞上演・字幕付）�
「火刑台上のジャンヌ・ダルク」�

開館20周年記念公演�

第６回  大阪音楽大学�

サテライト・マスタークラス�
受講者募集�

�

�

◆合唱指揮者コース　　　　　　    会場　大阪音楽大学�
第１期　０９年９月５日、１０月１０日、１１月１４、２８日、１２月１９日�

いずれも土曜日  １０時～１３時  受講料  ３０,０００円�
講師　本山秀毅　高嶋昌二　�

第２期　１０年１月２３、３０日、２月６、１３、２８日�
いずれも土曜日 １０時～１３時 ２月２８日のみ日曜日 １０時～１６時 受講料 ３０,０００円�
講師　里井宏次　延原武春　木下牧子�

◆吹奏楽指導者コース 会場 ヤマハ心斎橋店／大阪音楽大学�
第１期　０９年９月２４日、１０月８、２２日、１１月５、１２日、１２月１０日�

いずれも木曜日　１９時～２１時　受講料３５,０００円�
講師　丸谷明夫　北野徹　高昌帥　保科洋　屋比久勲�

第２期　１０年１月２１日、２月４、１８、２５日、３月４、１１日�
いずれも木曜日　１９時～２１時　受講料３５,０００円�
講師　丸谷明夫  吉田秀高  福富陽治  須藤卓眞  保科洋�

<申し込み・問い合わせ>大阪音楽大学エクステンション・センター�
106-6334-2249　FAX06-6334-2542�
�

高校生のためのオペラ講座�
受講者募集�

2010年度　演奏員募集�

大阪音楽大学卒業生による�

卒業生による若い芽のコンサート　vol.17
Quatre couleurs ～４組が彩るフランス色～�

『若い芽のコンサート２０１０』出演者募集�
�

冨
樫
三
起
子
�

木
村
直
美
�

小
川
裕
子
�

小
杉
裕
一
�

芹
澤
佳
司
�
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大
阪
音
楽
大
学
の
教
員
免
許
状
更
新

講
習
が
６
月
６
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

受
講
決
定
者
数
は
１
１
２
人
で
、
う
ち

本
学
の
大
学
卒
業
３５
人
、
短
大
卒
業
１１

人
。
開
講
す
る
講
習
は
必
修
・
教
育
の

最
新
事
情
（
１２
時
間
）、
選
択
・
指
揮

法
の
基
礎
と
実
践
（
６
時
間
）、
同
・

日
本
伝
統
音
楽
（
１２
時
間
）、
同
・
合

唱
指
導
法
（
６
時
間
）、
同
・
リ
コ
ー

ダ
ー
指
導
法
（
１２
時
間
）。
こ
れ
ら
は

８
月
４
日
ま
で
の
間
に
開
講
さ
れ
ま
す
。�

　
６
月
６
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
指

揮
法
の
基
礎
と
実
践
。
加
藤
完
二
講
師

の
指
導
で
、
見
や
す
い
指
揮
、
見
に
く

い
指
揮
な
ど
基
本
的
運
動
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
同
１３
日
は
音
楽
の
伝
え
方

を
学
び
、
オ
ー
ス
チ
ン
の
「
人
形
の
夢

と
目
覚
め
」
（
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
四
重�

奏
）で
修
了
認
定
試
験
。
受
講
者
全
員

が
指
揮
し
、評
価
を
受
け
ま
し
た
。�

　
教
員
免
許

状
更
新
制
は

０９
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
教

員
と
し
て
必

要
な
資
質
能

力
が
保
持
さ

れ
る
よ
う
、

定
期
的
に
最

新
の
知
識
技

能
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う

の
が
目
的
で
す
。
４
月
１
日
以
降
に
授

与
さ
れ
る
教
員
免
許
状
は
有
効
期
間
１０

年
。
そ
れ
以
前
の
免
許
状
取
得
者
も
３５

歳
、
４５
歳
、
５５
歳
を
区
切
り
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
期
限
ま
で
の
２
年
間
に
講
習
を

受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。�

　
教
育
の
最
新
事
情
を
学
ぶ
必
修
領
域

１２
時
間
以
上
、
教
科
や
生
徒
指
導
に
役

立
つ
選
択
領
域
１８
時
間
以
上
の
講
習
後
、

試
験
な
ど
を
経
て
修
了
認
定
を
受
け
ま

す
。
本
学
更
新
講
習
の
特
徴
は
、
必
修

領
域
の
講
習
が
全
国
的
に
不
足
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
「
教

育
の
最
新
事
情
」
を
開
設
し
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
こ
れ
ま
で
も
各
種
の
「
指

導
者
研
修
」
を
開
設
。
伝
統
と
定
評
の

あ
る
講
座
群
を
更
新
講
習
と
し
て
設
定

し
た
こ
と
な
ど
で
す
。�

　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
今
、
処
刑
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
フ

ラ
ン
ス
、
そ
れ
に
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国

が
絡
ん
だ
百
年
戦
争
で
、
疲
弊
し
切
っ

た
フ
ラ
ン
ス
に
勇
気
を
も
た
ら
し
、
勝

利
へ
の
足
が
か
り
を
作
っ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
。

シ
ャ
ル
ル
７
世
の
ラ
ン
ス
に
お
け
る
戴

冠
を
実
現
さ
せ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
。
そ
の
彼

女
が
な
ぜ
火
刑
と
い
う
過
酷
な
刑
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。�

　
オ
ペ
ラ
は
、
捏
造
さ
れ
た
記
録
文
書

を
携
え
て
天
か
ら
降
り
て
き
た
修
道
士

ド
ミ
ニ
ク
と
、
火
刑
台
上
の
ジ
ャ
ン
ヌ

と
の
対
話
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

な
ぜ
私
が
こ
ん
な
目
に
？
と
問
う
ジ
ャ

ン
ヌ
に
ド
ミ
ニ
ク
は
持
っ
て
き
た
文
書

を
読
ん
で
や
る
。
野
獣
レ
ベ
ル
の
裁
判

官
に
よ
る
不
当
な
裁
判
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

の
教
授
た
ち
に
よ
る
偏
狭
な
智
恵
、
王

た
ち
の
政
治
抗
争
。
過
去
と
現
在
が
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
中
で
、
聖
処
女
の
声
に
導
か
れ

た
ジ
ャ
ン
ヌ
は
炎
に
包
ま
れ
つ
つ
昇
天

し
て
い
く
。�

　
２０
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
を
も
見
据

え
た
ク
ロ
ー
デ
ル
の
台
本
に
、
オ
ネ
ゲ

ル
の
多
彩
な
作
曲
技
法
が
冴
え
る
傑
作

を
、
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
！�

（
制
作
担
当
　
名
誉
教
授
　
　
橋
浩
子
）�

出演するソリストのオーディションを行います。�
公演日：２０１０年７月２日（金）・４日（日）�
指揮：大勝秀也　演出：粟國淳�
オーディション日程：２００９年９月１３日（日）�
応募資格：本学卒業生、本学関係者。詳細は応募要項をご覧下さい。
ホームページからダウンロードしていただくか、ザ・カレッジ・オペラハウ
スまたはコンサート・センターでお渡しいたします。郵送可。８０円（定型）
／１２０円（定形外）切手を貼り、住所・氏名を記入した封筒をオペラ
ハウスにお送りください。�
問い合わせ、送り先：ザ・カレッジ・オペラハウス�
〒５６１-８５５５豊中市庄内幸町１-１-８�
ＴＥＬ：０６-６３３４-２８２４（コンサート・センター内）ＦＡＸ：０６-６３３４-２１６４�
受付時間　９時～１７時（平日）、９時～１５時（土曜）�
なお、８月は休館日もありますので、ご注意ください。�
ＵＲＬ ： ｈｔｔｐ：//ｄａｉｏｎ．ａｃ．ｊｐ�

熱
が
こ
も
る
立
ち
げ
い
こ�

教
員
免
許
状
の
更
新
講
習�

ま
ず
選
択
の
指
揮
法
学
ぶ�

見
ど
こ
ろ�

20世紀オペラ・シリーズ�
オネゲル「火刑台上のジャンヌ・ダルク」�

冴える作曲技法�

１０年度サマー・オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」オーディション�

１１
月
６
日
・
８
日�

  

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス�
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大
阪
音
楽
学
校
は
１
９
２
６
年
（
大

正
１５
年
）
３
月
末
、
大
阪
市
東
区
味
原

町
９９
（
現
・
天
王
寺
区
味
原
本
町
８
）

の
味
原
池
跡
に
建
て
た
新
校
舎
へ
移
転
。

４
月
１
日
、
校
長
の
永
井
幸
次
は
式
辞

の
最
後
を
「
余
、
生
來
淺
學
菲
才
ナ
レ

ド
モ
新
興
ノ
重
責
ヲ
負
ヒ
鞠
躬
如
ト
シ

テ
經
營
ノ
任
ニ
當
リ
　
々
本
校
の
隆
昌

進
展
ヲ
期
シ
必
ズ
ヤ
今
日
ノ
御
同
情
ヲ

寄
セ
ラ
レ
シ
諸
彦
ノ
御
鴻
恩
ノ
萬
一
ニ

酬
ユ
ル
コ
ト
ノ
ア
ル
ベ
キ
ヲ
期
ス
」
と

締
め
括
り
、
「
味
原
３０
年
」
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
（
文
中
敬
称
略
）
�

　
永
井
は
２３
年
（
大
正
１２
年
）
ご
ろ
、

校
地
を
手
当
て
し
、
２
年
後
の
２５
年
、

親
友
の
「
ア
カ
シ
ア
」
楽
器
店
経
営
者

で
弁
護
士
の
飯
国
重
之
助
、
声
楽
科
講

師
の
水
野
康
彦
と
協
議
し
、
校
舎
の
建

築
を
決
定
。
知
人
、
縁
者
、
実
業
人
ら

３７
人
の
株
主
を
募
り
、
５０
円
株
を
１
２

０
０
株
発
行
し
資
本
金
６
万
円
の
「
大

阪
音
楽
建
物
会
社
」
を
設
立
。
第
１
回

の
払
込
金
１
万
５
千
円
も
決
済
し
、
９

月
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
�

　
３
カ
月
後
の
１２
月
２３
日
に
定
礎
式
を

挙
行
。
同
１８
日
付
で
書
か
れ
た
定
礎
文

は
永
井
の
遠
大
な
理
想
で
あ
り
、
今
後

歩
む
べ
き
道
の
指
標
と
も
い
え
る
も
の

で
、
末
尾
の
部
分
は
本
学
の
「
建
学
の

精
神
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
「
今
後
ノ
發
展
ハ
財
團
法
人
ト
シ
テ

愈
々
本
校
ノ
面
目
ヲ
一
新
シ
　
々
程
度

ヲ
高
メ
堅
實
ナ
ル
發
達
ノ
基
礎
ヲ
基
カ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
　
日
々
工
事
ノ
進
捗
ス

ル
ヲ
見
　
々
將
来
ノ
隆
盛
發
展
ヲ
祈
ル

念
深
キ
ヲ
加
フ
ル
ヲ
覺
エ
 
今
之
建
築

家
屋
ノ
定
礎
ヲ
築
ク
ニ
當
リ
余

ガ
初
念
ヨ
リ
之
ノ
大
阪
音
樂
學

校
ヲ
建
築
セ
シ
顛
末
並
ニ
之
ノ
校
舎
建

築
ニ
就
テ
熱
誠
ナ
ル
同
情
者
ノ
ア
リ
シ

コ
ト
ヲ
記
シ
併
セ
テ
永
遠
之
ノ
學
校
ガ

大
大
阪
否
ナ
關
西
音
樂
ノ
中
心
ト
ナ
ル

ベ
キ
發
達
ヲ
遂
ゲ
終
ニ
世
界
音
樂
並
ニ

音
樂
ニ
關
連
セ
ル
諸
般
ノ
藝
術
ハ
之
ノ

學
校
ニ
ヨ
ッ
テ
統
一
サ
レ
新
音
樂
新
歌

劇
ノ
發
生
地
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
祈
願
ス
ル

モ
ノ
ナ
リ
」
�

　
２６
年
３
月
、
大
阪
府
立
高
津
中
学
校

（
現
高
津
高
校
）
の
南
隣
に
完
成
し
た

校
舎
は
鉄
筋
地
下
１
階
、
地
上
３
階
建

て
。
１
階
は
校
長
室
と
教
員
室
、
生
徒

控
え
室
で
、
宿
直
室
は
寄
宿
舎
に
代
用
。

２
階
は
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
各
練
習
室
と

学
科
教
室
。
３
階
は
講
堂
と
練
習
室
。

地
下
は
下
駄
置
き
場
、
倉
庫
な
ど
。
�

　
新
学
期
前
の
３
月
１６
日
、
大
阪
府
に

学
則
変
更
の
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

変
更
は
夜
間
授
業
を
昼
間
授
業
に
、
隔

日
登
校
を
連
日
登
校
に
。
そ
し
て
、
２

学
期
制
を
３
学
期
制
に
す
る
と
い
う
も

の
で
、
同
２９
日
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
学
則
変
更
に
よ
る
と
、
コ
ー
ス
（
修

業
年
限
と
入
学
資
格
）
と
定
員
は
、
予

科
（
１
年
、
中
等
学
校
２
年
修
了
）
４０

人
▽
本
科
（
３
年
、
予
科
ま
た
は
中
等

学
校
３
年
修
了
）
２０
人
▽
甲
種
師
範
科

（
２
年
、
乙
種
師
範
科
ま
た
は
本
科
卒

業
）
２０
人
▽
乙
種
師
範
科
（
１
年
、
予

科
ま
た
は
高
等
小
学
校
卒
業
）
２０
人
▽

研
究
科
（
定
め
ず
、
本
科
ま
た
は
甲
種

師
範
科
卒
業
）
定
め
ず
▽
選
科
（
２
年
、

小
学
校
卒
業
）
６０
人
。
授
業
料
は
月
５

円
、
楽
器
使
用
料
３
円
５０
銭
で
し
た
。
�

　
連
日
登
校
と
は
い
え
、
依
然
、
共
学

が
認
め
ら
れ
ず
、
女
子
生
徒
は
午
前
８

時
か
ら
正
午
、
男
子
生
徒
は
午
後
１
時

か
ら
５
時
と
い
う
変
則
授
業
で
対
処
。

混
声
合
唱
の
練
習
時
に
は
女
生
徒
の
下

校
時
間
を
１
時
間
延
ば
し
、
男
子
生
徒

は
１
時
間
早
く
登
校
し
て
行
い
ま
し
た
。
�

　
永
井
幸
次
が
同
２
月
２３
日
付
で
し
た

た
め
た
式
辞
に
は
「
僅
カ
ニ
壱
百
坪
�

（
正
確
に
は
百
坪
二
勺
＝
約
３
３
０
平

方
　
）ノ
面
積
ニ
過
ギ
ザ
レ
ド
モ
三
年

以
前
ヨ
リ
六
ケ
年
賦
ニ
テ
坪
金
壱
百
弐

拾
五
圓
総
額
壱
万
弐
千
五
百
圓
ニ
テ
購

入
契
約
ヲ
ナ
シ
爾
来
毎
年
一
、
七
月
の

二
期
ニ
金
壱
千
余
圓
ヲ
払
込
ミ
テ
現
在

ニ
至
レ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
２３
年
ご

ろ
に
、
校
地
の
購
入
契
約
し
、
代
金
を

１２
回
に
分
け
て
支
払
い
ま
し
た
。
�

　
校
舎
は
大
阪
音
楽
建
物
会
社
か
ら
月

２
５
０
円
（
後
１
５
０
円
に
減
額
）
で

借
り
た
も
の
で
す
が
、「
新
音
楽
、
新

歌
劇
ノ
発
生
地
タ
ラ
ン
」
云
々
の
部
分

は
式
辞
に
は
な
く
、
定
礎
文
に
込
め
た

永
井
の
決
意
と
願
望
は
、
今
も
本
学
の

理
想
で
あ
り
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

メ
ー
�

ト
ル
�

「味原３０年」幕開け�

〈８〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

◯上は味原池跡に建てられた新校舎◯下はその講堂で�

永
井
の
理
想
を
定
礎
文
に�

末尾は本学建学の精神�
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佐治晴夫講師（鈴鹿短期大学学長）�

宇宙の研究は自分探しの旅�共食・共育・共感は人間だけ�

授業紹介 大学院「芸術文化の諸相」�
� 　

「
自
然
は
芸
術
を
模
倣
す
る
」
。
英

国
の
作
家
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の

言
葉
で
す
。
自
然
を
認
識
す
る
の
は
脳

で
、
客
観
的
な
実
在
は
こ
の
世
の
中
に

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

信
号
機
の
赤
。
「
私
と
皆
さ
ん
が
見
た

赤
は
同
じ
赤
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
証

明
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
脳

は
サ
ン
プ
ル
の
赤
を
見
た
い
よ
う
に
見

て
、『
そ
の
赤
で
止
ま
る
』
と
い
う
共

通
認
識
を
持
つ
の
で
す
。
つ
ま
り
、
世

の
中
に
は
実
在
は
存
在
せ
ず
、
関
係
性

だ
け
で
、
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
」
�

　
と
こ
ろ
で
、
自
分
と
は
何
か
。
「
鏡

に
映
る
自
分
の
顔
は
左
右
逆
で
虚
像
。

自
分
探
し
は
、
自
分
の
ま
わ
り
を
知
る

こ
と
に
よ
っ
て
推
測
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
宇
宙
の
研
究
で
す
」
�

　
な
ぜ
、
自
分
探
し
を
す
る
の
か
。「
人

間
だ
け
が
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
生
き

物
で
、
考
え
る
能
力
と
は
未
来
予
測
で

き
る
こ
と
で
す
。
自
分
は
必
ず
死
ぬ
存

在
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
が
唯

一
、
人
間
で
す
。
し
か
し
、
死
に
た
く

な
い
と
思
う
の
が
、
生
き
物
の
特
長
で
、

そ
こ
か
ら
宗
教
や
芸
術
が
生
ま
れ
ま
し

た
」
。
「
人
間
は
自
然
の
分
身
で
す
か

ら
、
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
し
て
の
人
間

の
中
に
は
、
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
で
あ
る

宇
宙
の
数
理
的
性
質
が
投
影
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
の

本
質
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

宇
宙
と
芸
術
は
互
い
に
近
い
存
在
で
す
」
�

　
哺
乳
類
４
２
０
０
種
の
う
ち
、
霊
長

類
は
３
０
０
種
。
約
７
０
０
万
年
前
、

人
間
は
４
足
歩
行
か
ら
２
足
歩
行
を
始

め
、
背
骨
の
上
に
の
っ
た
脳
は
大
き
く

な
り
、
考
え
る
能
力
を
手
に
入
れ
ま
し

た
。
が
、
女
性
の
骨
盤
が
狭
く
な
り
未

熟
の
ま
ま
出
産
す
る
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
背

負
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
ご
飯
を
分

け
合
い
（
共
食
）
、
共
に
育
て
（
共
育
）、

相
手
の
気
持
ち
を
察
す
る
（
共
感
）
能

力
を
身
に
つ
け
な
が
ら
共
同
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。
大
き
な
脳
の
獲
得
は
、

考
え
る
道
具
と
し
て
の
言
葉
を
生
み
だ

し
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
は
二
つ
の
働

き
が
あ
り
、
一
つ
は
情
報
を
伝
え
、
も

う
一
つ
は
心
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
�

　
最
近
の
ゴ
リ
ラ
の
研
究
か
ら
、
心
を

伝
え
る
原
初
的
言
語
は
、
聴
覚
に
訴
え

る
音
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
耳
が
悪
く
夜
に
は
活

動
で
き
な
か
っ
た
恐
竜
の
陰
で
、
聴
覚

を
発
達
さ
せ
な
が
ら
生
き
延
び
て
き
た

と
い
う
哺
乳
類
の
進
化
と
も
関
わ
り
が

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
文
章
表
現

の
た
め
の
単
語
の
並
び
方
に
は
規
則
が

あ
る
よ
う
に
、
音
の
強
弱
、
高
低
、
リ

ズ
ム
に
も
規
則
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、

自
然
現
象
の
中
に
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン

と
似
て
い
る
こ
と
が
最
近
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
「
ゆ
ら
ぎ
」
で
す
。

つ
ま
り
、
音
階
の
構
造
や
和
声
の
進
行

の
文
法
に
、
自
然
界
の
数
学
的
性
質
が

反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
�

５
月
２９
日
の
第
３
回
�

�
６
月
１２
日
の
第
４
回
�

�

　宇宙物理学者、佐治晴夫講師の大学院「芸術文化の諸相」
は５月２９日に「芸術の中に見え隠れする数理的構造」、
６月１２日に「『ゆらぎ』「フラクタル構造から見た音楽」、
同２６日に「言葉より先に音楽があった。『音楽は、言葉
が絶えたとき、はじめて語り始める言葉である（リルケ）』
の意味と言葉のパラドックスをめぐっての論考」につい
て講義がありました。今号ではこの３回を紹介しましたが、
各回の授業内容と抄録の内容が必ずしも一致していません。
というのは、記事は紙幅の関係で講義の一部をピックア
ップし、編集したためです。了承ください。�

６月２６日の第５回�
　
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
Ｍ
・
ピ
カ
ー
ト

は
「
沈
黙
の
中
に
こ
そ
饒
舌
な
語
り
が

あ
る
」
と
。
つ
ま
り
、
沈
黙
と
は
何
も

考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

頭
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
渦
巻

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
「
音
が
出
て

い
る
、
出
て
い
な
い
と
い
う
物
理
的
な

差
異
は
、
人
間
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、

同
一
事
象
の
裏
と
表
の
関
係
で
す
」�

　
で
は
、
音
と
は
何
か
。「
物
体
の
周
期

的
な
振
動
が
回
り
の
空
気
を
揺
ら
が
せ
、

伝
播
し
て
鼓
膜
を
振
動
さ
せ
る
。
そ
れ

が
神
経
を
経
由
し
て
脳
に
届
き
、
音
と

し
て
感
じ
る
。
人
間
の
五
感
の
中
で
、

一
番
基
本
的
、
原
始
的
な
感
覚
で
す
」�

「
と
い
う
の
も
、
前
回
、
お
話
し
し
た

よ
う
に
、
今
か
ら
遡
る
こ
と
６
５
０
０

万
年
前
、
耳
が
悪
く
夜
間
活
動
で
き
な

か
っ
た
恐
竜
の
陰
で
、
聴
覚
を
頼
り
に

進
化
し
て
き
た
人
類
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
極
論
す
れ
ば
、〝
恐
竜
が
音
楽
を

つ
く
っ
て
い
っ
た
〞
と
も
い
え
ま
す
」

　
「
考
え
て
み
れ
ば
、
鼓
膜
の
振
動
は

単
純
な
物
理
的
現
象
で
す
か
ら
、
聴
覚

の
性
質
と
自
然
界
の
性
質
に
は
、
深
い

関
係
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
子
を
構

成
す
る
電
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
順
位
の
数

学
的
性
質
と
、
音
の
倍
音
列
は
、
ま
っ

た
く
同
じ
で
す
。
そ
こ
か
ら
和
声
の
自

然
な
進
行
の
法
則
や
、
音
階
の
構
造
な

ど
が
数
学
的
に
導
き
出
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
言
葉
の
前
に
存
在
し
た
自
然
言

語
こ
そ
が
音
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」�

５月１５日　ミレニアムホール�６月２日　ミレニアムホール�

６月２日　Ｋ号館　第一サロン�

６月６日�
Ｆ号館１１２教室�

音楽をつくっていった恐竜�
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国
際
的
リ
ー
ト
歌
手
と
し
て
活
躍
す

る
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
の
白
井
光
子
氏
が

５
月
１５
日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
特

別
講
義
し
ま
し
た
。
受
講
し
た
の
は
辻

村
明
香（
大
専
）、
藤
川
晃
史（
院
１
）、

大
島
知
子（
院
２
）、
阪
西
潤
美（
院
１
）

の
４
人
。
�

　
白
井
氏
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
Ｈ
・
ヘ
ル

氏
と
組
み
、
世
界
各
地
で
「
リ
ー
ト
デ

ュ
オ
」
と
し
て
精
力
的
に
活
動
。
０８
年

に
は
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。
�

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「W

arn
u
n
g

」
を

歌
っ
た
辻
村
さ
ん
に
「
も
う
少
し
元
気

よ
く
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
Ｃ
・
レ
ー
ヴ

ェ
の
「T

om
 der R

eim
er

」
で
受
講
し

た
藤
川
さ
ん
に
は
「（
伴
奏
者
の
）音
を

耳
で
は
な
く
、
心
で
聴

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

詩
に
は
本
当
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、

う
そ
は
つ
か
な
い
の
で
よ
く
勉
強
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
�

　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
･
ミ
ー
ド
氏
は
世
界

で
一
番
Ｃ
Ｄ
を
出
し
て
い
る
英
国
出
身

の
ス
ー
パ
ー
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
奏
者
。

講
義
は
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
、
４
人
の
学

生
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
�

　
長
谷
真
奈
美
さ
ん（
大
３
）は
デ
ラ
ヌ

ー
の
「
演
奏
会
用
小
品
」
を
演
奏
。
「
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
息
を
取
り
込
み
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
息
を
吐
き
出
し
て
く
だ
さ

い
。
空
気
は
た
だ
で
す
。
も
っ
と
い
っ

ぱ
い
使
い
ま
し
よ
う
」
�

　
Ｐ
･
ス
パ
ー
ク
の
「
幻
想
曲
」
を
演

奏
し
た
　
岡
鉄
也
さ
ん
（
大
３
）
に
は
�

「
テ
ン
ポ
の
選
択
、
ア
レ
グ
ロ
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
。
欲
を
い
え
ば
、
こ
れ
は

ス
パ
ー
ク
の
音
楽
。
ビ
ブ
ラ
ー
ト
を
上

手
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」。

ミ
ー
ド
さ
ん
は
ア
・
カ

ペ
ラ
で
４
曲
を
演
奏
。
聴
講
生
た
ち
は

「
ミ
ス
タ
ー
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
」
の

音
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
�

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
マ
ー
、
サ
ウ
ン

ド
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
今
を
と

き
め
く
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ら
と
共
演
し
、

新
た
な
音
楽
に
挑
戦
す
る
破
格
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
村
上
”ポ
ン
タ
“秀
一
氏
を

迎
え
、
特
別
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
「
楽
器
に
操
ら
れ
ち
ゃ
だ
め
。
操
る

の
は
自
分
」「
教
わ
っ
て
う
ま
く
な
る

も
の
じ
ゃ
な
い
。
”体
感
“
が
第
一
」「
楽

曲
の
資
料
を
死
ぬ
ほ
ど
自
分
の
体
に
入

れ
た
ら
、
今
度
は
ゼ
ロ
に
し
て
自
分
の

ス
タ
イ
ル
で
や
る
」
。
前
半
は
学
生
の

質
問
に
答
え
る
形
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー
を
述
べ
ま
し
た
。
�

 
後
半
は
ド
ラ
ム
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
卒

業
生
二
人
の
演
奏
に
対
し
、
「
ま
ず
打

点
を
見
る
こ
と
。
ゴ
ー

ス
ト
・
ノ
ー
ト
を
大
事

に
、ブ
レ
ス
を
も
っ
と
意
識
す
る
と
空

間
が
で
き
、
音
符
が
立
つ
よ
う
に
な
る
」

な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
�

　
パ
リ
・
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
音
楽

院
で
日
本
人
初
の
演
奏
家
資
格
を
取
得

し
、
マ
リ
ア
・
カ
ナ
ル
ス
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
で
２
位
を
受
賞
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

池
田
洋
子
氏
（
６
月
２５
日
付
で
本
学
客

員
教
授
）
が
、
６
月
３
日
か
ら
２９
日
ま

で
８
日
間
に
わ
た
り
、
ピ
ア
ノ
専
攻
生

２０
人
に
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。
�

　
シ
ョ
パ
ン
の
「
幻
想
曲
　
作
品
４９
」

を
弾
い
た
ピ
ア
ノ
演
奏
家
特
別
コ
ー
ス

の
桑
沢
美
南
さ
ん（
大
２
）は
、
「
序
奏

の
マ
ー
チ
は
低
音
部
と
和
声
部
の
２
つ

の
要
素
が
あ
り
、
低
音
部
は
休
符
で
気

持
ち
が
途
切
れ
な
い
よ

う
全
体
を
一
つ
に
。
和

声
は
ど
ん
な
響
き
が
こ
こ
で
一
番
い
い

か
。
ソ
プ
ラ
ノ
、
バ
ス
の
関
係
は
、
と

い
ろ
い
ろ
弾
い
て
自
分
だ
け
の
色
合
い

を
探
し
ま
し
ょ
う
。
シ
ョ
パ
ン
の
ff
は

音
量
よ
り
広
が
り
と
開
放
感
の
あ
る
音

を
」
な
ど
と
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
�

う
そ
は
つ
か
ぬ
詩

勉
強
し
よ
う
�

も
っ
と
息
を

空
気
は
タ
ダ
で
す
�

白井　光子氏�
〈メゾ・ソプラノ〉�

声　　　　楽�

５月１５日　ミレニアムホール�５月１５日　ミレニアムホール�６月２日　ミレニアムホール�６月２日　ミレニアムホール�

スティーヴン・ミード氏�
Steven  Mead

ユーフォニウム�

楽
器
に
操
ら
れ
ち
ゃ
だ
め
操
れ
�

村上“ポンタ”秀一氏�

音楽プロデューサー講座�
＆リズム・クリニック�

６月２日　Ｋ号館　第一号館　第一サロン�６月２日　Ｋ号館　第一サロン�

い
ろ
い
ろ
弾
き
色
合
い
探
そ
う
�

池
田
 
洋
子
氏
�

ピ
　
　
ア
　
　
ノ
�

６月６日�
Ｆ号館号館１１２教室教室�
６月６日�
Ｆ号館１１２教室�

特 別 講 義 �
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演　　出　岩田　達宗�
ペラハウス合唱団�
ペラハウス管弦楽団�
制作統括　本田　耕一�

るドイツでのキャリアが買われ、オペ
ズ４作品を手掛けている岩田達宗

　演出･岩田達宗氏 ｢イドメネオ｣
のおかげで、これまで解けずにい
た宿題が一つ解けた気がします。
オペラハウスにとっても私にとって
も意義のある作品でした。�

　
プ
ロ
の
声
楽
家
た
ち
が
直
接
指
導
す

る
「
社
会
人
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
講
座
」
。

今
年
は
ア
リ
ア
コ
ー
ス
２４
人
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ー
ス
に
１９
人
が
受
講
し
、
６

月
４
日
の
最
終
日
に
は
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
舞
台
に
立
ち
、
レ
ッ

ス
ン
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
講
座
は
５
月
７
日
か
ら
６
月
２
日
ま

で
に
計
４
回
開
か
れ
ま
し
た
。
曲
目
は

ア
リ
ア
コ
ー
ス
が
「
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ

ッ
キ
」
の
「
お
父
さ
ま
に
お
願
い
」
な

ど
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
「
カ
ル
メ
ン
」

の
「
手
紙
の
二
重
唱
」
な
ど
。
声
楽
の

3人が個性光る演奏�
�

　「第１７回Masters' Concert」が７月２日、

ザ・カレッジ・オペラハウスで開かれ、オーディ

ションで選ばれた大学院２年生３人が、小田

野宏之特任教授の指揮で、ザ・カレッジ・オ

ペラハウス管弦楽団と共

演。今年はショパンのピア

ノ協奏曲を２人が別の版

で勉強するなど、院生の

研究心と個性が光る演奏

を披露しました。�

　F.ショパンの「ピアノ協

奏曲　第１番　ホ短調　

作品１１」をヘンレ版（ドイツ）

で演奏した辻未帆さん。「ゆ

ったりした時間のなかで、

ドラマが繊細に紡がれる

第２楽章が特に好きです。

課題はありますが、精一

杯の演奏ができました」�

　W.A.モーツァルトのモ

テット「踊れ、喜べ、汝幸

いなる魂よ」K.１６５（１５８a）

を歌った大島知子さん。

「“モーツァルト銀河”の

星をひとつ、私の音で表

現しました。リハーサルで

自分では気付かない点を

指摘され、勉強になりました」�

　F.ショパンの「ピアノ協

奏曲　第１番　ホ短調　

作品１１」をエキエル版（ポ

ーランド）で演奏した　田

真希さん。「ショパンのコ

ンチェルトを弾くのが夢だ

ったので幸せでした。ショパンといえばポーラ

ンド。エキエル版は、一番ショパンに近いと思

って選びました」�

　
人
間
の
愛
憎
劇
を
描
い
た
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
「
イ
ド
メ
ネ

オ
」
（
全
３
幕
）
が
７
月
１０
、
１２
日
、

ザ
･
カ
レ
ッ
ジ
･
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
人

気
シ
リ
ー
ズ
・
サ
マ
ー
オ
ペ
ラ
で
は
こ

れ
ま
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
四
大
オ
ペ
ラ

を
上
演
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
彼

が
２４
歳
の
と
き
に
書
い
た
「
イ
ド
メ
ネ

オ
」
に
初
め
て
挑
戦
。
開
館
２０
周
年
を

迎
え
た
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
と
っ
て
も
新

た
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
�

新たな一歩�

イドメネオ�

ザ･カレッジ･オペラハウス�
開館20周年記念�

４３人が受講�

カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
�

第17回Masters' Concert

岡原慎也さん�

岸本雅美さん�
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指　　揮　児玉　宏　　
合　　唱　ザ・カレッジ・オペ
管 弦 楽　ザ･カレッジ･オペ
制作担当　草野　道広　

　指揮は児玉宏氏。３０年を超える
ラハウスに初登場。演出はシリーズ
氏が担当しました。�
　指揮・児玉宏氏　いいホール
じゃないですか。演奏は１回目と
２回目は当然違うわけですが、我々
は最善のものをつくりました。結
果は聴衆に委ねます。�

　０５年から４年半にわたり続けてきました「モ

ーツァルトピアノ協奏曲」全曲演奏会も６月１１

日の今回が最後となりました。この企画はピ

アノの先生方の演奏を通し学生の皆さんに、

より身近にモーツァルトの音楽に触れて頂き

たいとの思いからスタートしました。�

　協奏曲が急速に発達する時期に生まれ、

その形を完成させ

たといわれている

モーツァルトが協奏

曲の中で最も力を

入れて作曲したの

は、ピアノ協奏曲で

す。モーツァルトは、

書簡の中で次のよ

うに述べています。

「ピアノ協奏曲とは、

難しすぎず、やさし

すぎず、その中間

をいくもので、音楽

通を満足させるば

かりではなく、一般

の人 を々も理由もな

く満足させるもので

なくてはいけません」�

　全２７曲の中には名曲がたくさんありますが、

日頃あまり演奏されない作品も含まれています。

しかし、どの作品も一音たりとも無駄がなく、

モーツァルトの精神がいきわたっているといえ

るでしょう。この演奏会に足を運んでくださっ

た皆様方の心に、少しでもモーツァルトの素

晴らしい音楽の響きが残っていることを願っ

ています。また、ご協力いただきました指揮者

の小田野宏之特任教授とザ・カレッジ・オペラ

ハウス管弦楽団、関係者の皆様にお礼を申

し上げます。（制作統括　教授　川上孝子）�

�

安
藝
榮
子
講
師
、
福
島
慶
子
講
師
、
演

出
の
中
村
敬
一
講
師
ら
が
発
語
の
仕
方
、

演
技
の
指
導
な
ど
に
当
た
っ
て
き
ま
し

た
。�

　
最
終
日
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
は
、
加

藤
完
二
講
師
が
指
揮
、
友
田
久
美
さ
ん

（
院
２
）
ら
４
人
が
助
演
を
務
め
ま
し

た
。
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
を
身
に
つ
け
た

皆
さ
ん
、
プ
リ
マ
、
プ
リ
モ
の
醍
醐
味

を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。�

 
「
イ
ド
メ
ネ
オ
」
は
３２
曲
の
う
ち
重

唱
が
た
っ
た
の
３
曲
。
残
り
は
ア
リ
ア

と
合
唱
で
占
め
、
音
楽
的
に
も
難
度
が

高
く
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
中
堅
・
若
手
実
力
派

で
固
め
た
ソ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
苦
悩
、

嫉
妬
、
悲
し
み
と
い
っ
た
心
の
動
き
を

も
の
の
見
事
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
５０
人
を
超
え
る
大
合
唱
団
も
圧
巻

で
し
た
。
こ
れ
に
は
１０
人
の
学
生
が
客

演
と
し
て
加
わ
り
、
陰
コ
ー
ラ
ス
で
舞

台
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
�

21周年へ新

サマーオペラ�
モーツァルト・シリーズ�

全曲演奏会�
「モーツァルトピアノ協奏曲」�

演奏会を終えて�

４
年
半
か
け
全
２７
曲�

社会人オペラ�

プ
リ
マ
の
醍
醐
味
�

６月１１日　ザ・カレッジ・オペラハウス�

左から横田知子さん　西本由香さん　木村直美さん�
�

岡原慎也岡原慎也さん�岡原慎也さん�

岸本雅美岸本雅美さん�岸本雅美さん�



12

vol.207

　
こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
５
月
下
旬
に
小
・
中
・

高
校
で
新
型

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る

休
校
措
置
が
�

実
施
さ
れ
、
�

学
校
行
事
の
�

変
更
を
余
儀
�

な
く
さ
れ
ま
�

し
た
。
そ
の
た
め
夏
休
み
の
開
始
が
遅

く
な
っ
て
、
７
〜
８
月
に
集
中
し
て
い

る
各
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
で
き
な
く
な
っ
た
人
も
い
る
で
し

ょ
う
。
�

��　
そ
こ
で
、
本
学
で
は
土
曜
日
に
施
設

を
中
心
に
見
学
し
て
い
た
だ
く
「
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
９
月
は
５
日
と
１９
日
に
実
施

し
ま
す
。
学
生
が
案
内
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
お
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ツ
ア
ー
の
内
容
や
見
学
す

る
施
設
の
概
要
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

�

�　
１０
月
１２
日（
月
）に
今
年
度
２
回
目
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
体
育
の
日
で
す
が
平
常
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
と
一
緒
に
授
業

を
受
け
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体

験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
本
学
の
授
業
チ

ャ
イ
ム
は
ち
ょ
っ
と
ス
テ
キ
で
す
よ
。

ぜ
ひ
注
意
し
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
�

　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
は
卒
業
生
に
よ
る

雅
楽
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

笙
や
篳
篥（
ひ
ち
り
き
）な
ど
、
普
段
あ

ま
り
聴
く
こ
と
の
な
い
楽
器
に
よ
る
新

し
い
試
み
で
す
。
ど
の
よ
う
な
舞
台
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。
�

　
そ
の
他
、
施
設
見
学
や
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
進
学
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

��　
１０
年
度
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部

公
募
推
薦
入
学
試
験
に
お
け
る
「
専
門

実
技
認
定
制
度
（
専
門
実
技
免
除
）
」
�

に
基
づ
き
短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
。
�

実

施

日
　
９
月
１３
日（
日
）�

申
込
期
間
　
８
月
２４
日（
月
）〜
８
月
２７

日（
木
）郵
送
必
着
�

８
月
２８
日（
金
）９
時
〜
１５

時
　
窓
口
持
参
の
み
�

受
験
資
格
　
高
校
３
年
生
以
上
、
�

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格（
見
込
）者
�

（
社
会
人
を
含
む
）
�

�

�
�
�
�
�
�
　毎年好評で早期発券終了となる「夏
の音楽院コンサート」。講座を担当する
講師陣が出演＝写真＝し、その魅力を皆
さんに伝えています。�

今年の出演予定は以下のとおり。�
◆大塚善章（大塚善章ジャズピアノ講座Ⅰ・
Ⅱ）◆小餅谷哲男（声楽入門Ⅰ・Ⅱ）◆
田中勉（カンツォーネを歌おうⅠ・Ⅱ）◆松
澤須美（魅惑のシャンソン）◆松田昌恵（日
本の心を歌う）◆森宏（森宏ジャズピアノ
講座）�
�
�
�

�
�
�
�
　学長の中村孝義教授（音楽学）による
特別講演を実施します。�
　実はこどもの頃は音楽があまり好きで
はなかったという中村学長。それがどうし
て音楽が好きでたまらない人間になった
のでしょう。その体験にも触れながら、これ
さえ知っていればクラシックが楽しくなる
音楽史のエッセンスを１時間半にぎゅっと
濃縮。これであなたもクラシック通に！！�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　世の中には無数の楽器がありますが、
実際に間近で見たり、演奏したりする機
会はそう多くありません。付属音楽院では

あまり触れる機会のない楽器を１つずつ
取り上げて、楽器の解説、実際の演奏を
お聴きいただくだけでなく、ご自身で触れて、
音を出していただきます。�
　第１回の今回はパイプオルガンを取り上
げます。オーケストラに比肩する壮大な響
きを体験してみませんか�
※定員になり次第受け付けを終了させて
いただきます。�
�
�
　音楽院の個人レッスンは、４歳以上なら
いつからでも始めていただけます。楽器
やジャンル、レッスンの目的やレベルなど幅
広く対応が可能です。「音楽」を習いた
い方はぜひご相談ください。�

大阪音楽大学付属音楽院�
〒561-8555豊中市庄内幸町１-１-８�
ＴＥＬ ０６-６３３４-２９０９   ＦＡＸ ０６-６３３４-２６７５�
URL http://ongakuin.jp�
E-mail ongakuin-support@daion.ac.jp�
窓口・電話受付時間    月～土：１０時～１７時�
日曜・祝日はお休みです。�

パンフレットのご請求、お申し込みは�

「
親
切
な
指
導
　来
て
よ
か
っ
た
」
�

「
親
切
な
指
導
　来
て
よ
か
っ
た
」
�

９
月
５
／
１９
日
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
�

短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト�

１０
月
１２
日
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�

◇　　　　◇　　　　◇�
�

夏の音楽院コンサート　�
　－Ｊａｚｚ＆Ｖｏｃａｌ－�
８月２９日（土）１５時３０分開演�
ミレニアムホール�
入場無料（要整理券）�

個人レッスンは随時受付中�

音楽を楽しむための音楽史�
受講料：２，０００円�
（会員、本学学生は１，０００円）�

９月の特別講座�
９月５日（土）１５時３０分～１７時�

９月２６日（土）１１時～１２時３０分�
あの楽器に触れてみよう！�
第１回－パイプオルガン編－�
講師：朴　秀美�
受講料：２，０００円�
（会員、本学学生は１，０００円）�
好評につき追加開講を決定！�
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西洋音楽史（講師・白石知雄）�

はびきの市民大学・聴講記�⑤�

　
大
阪
音
楽
大
学
・
同
短
期
大
学
部
の

教
員
に
よ
る
出
張
レ
ッ
ス
ン
＆
学
校
説

明
会
は
５
月
３１
日
の
カ
ワ
イ
難
波
店
を

始
め
と
し
て
、
６
月
７
日
の
カ
ワ
イ
高

松
セ
ン
タ
ー
、
同
１４
日
の
カ
ワ
イ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
広
島

と
、
３
会
場
で

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
難
波
会
場
で

は
、
ピ
ア
ノ
７

人
、
声
楽
５
人
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

と
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ウ
ム
各
１
人
の

計
１４
人
の
受
講

生
が
訪
れ
、
芹

澤
佳
司
（
ピ
ア

ノ
）
、
田
中
由

也
（
声
楽
）、本

田
耕
一
（
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
）、木

村
寛
仁
（
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ウ
ム
）

の
４
教
員
か
ら

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
１

時
半
か
ら
学
校
説
明
会
が
あ
り
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
長
の
田
中
教

員
が
参
加
し
た
２２
人
に
大
学
案
内
や
進

学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
取
り
、
授
業

の
内
容
や
奨
学
金
制
度
、
入
試
な
ど
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。�

　
高
松
会
場
で
は
徳
島
、
愛
媛
、
高
知

か
ら
駆
け
つ
け
た
８
人
が
荒
田
祐
子
（
声

楽
）、
八
田
惇
（
ピ

ア
ノ
）、
赤
松
二
郎（
サ

ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、

木
村
の
４
教
員
か
ら

指
導
を
受
け
ま
し
た
。�

　
広
島
会
場
で
は
９

人
が
田
中
、
油
井
美

加
子
（
ピ
ア
ノ
）、

長
山
慶
子
（
フ
ル
ー

ト
）
の
３
教
員
の
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
、
２６

人
が
説
明
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
午
後
２

時
か
ら
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
が
あ
り
、
木
村

教
員
を
含
め
た
４
教

員
が
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、

フ
ル
ー
ト
、
ユ
ー
フ

ォ
ニ
ウ
ム
を
演
奏
し

ま
し
た
。�

　
各
会
場
の
受
講
生
た
ち
は
「
熱
心
に

指
導
し
て
も
ら
い
、
本
当
に
来
て
よ
か

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

　
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
学
者
・
ジ
ロ
ー
ラ

モ
・
メ
イ
が
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
演
劇

で
は
、
台
詞
が
節
を
つ
け
て
歌
わ
れ
て

い
た
」
と
い
う
仮
説
を
発
表
し
ま
し
た
。

１
５
９
０
年
ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
�

　
そ
の
後
の
検
証
で
「
歌
っ
た
と
い
う

の
は
言
い
過
ぎ
。
台
詞
に
独
特
の
節
回

し
が
あ
っ
た
」
と
い
う
の
が
定
説
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
誤
解
」
が
逆

に
注
目
を
集
め
、

歴
史
が
動
く
き
っ

か
け
を
つ
く
り
ま

し
た
。
最
初
に
注

目
し
た
の
は
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
な
ど

芸
術
家
の
パ
ト
ロ

ン
だ
っ
た
バ
ル
デ

ィ
伯
爵
。
「
こ
れ

か
ら
は
観
客
に
台

詞
を
語
り
か
け
る

よ
う
な
歌
を
目
指

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
呼
び
か
け
た

の
で
す
。
�

　
そ
こ
で
出
来
上
が
っ
た
の
が
ギ
リ
シ

ャ
神
話
を
題
材
に
し
た
音
楽
劇
「
エ
ウ

リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
」
。
１
６
０
０
年
１０
月

に
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
史
上
最
初
の
オ

ペ
ラ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
７
年
後
の
１
６
０
７
年
に
は
北
イ
タ

リ
ア
の
あ
る
領
主
が
作
曲
家
・
モ
ン
テ

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
（
１
５
６
７
│
１
６
４
３

年
）
に
「
オ
ル
フ
ェ
オ
」
と
い
う
音
楽

劇
を
作
ら
せ
謝
肉
祭
で
初
演
し
て
い
ま

す
。
感
情
や
気
持
ち
を
言
葉
に
よ
っ
て

伝
え
る
、
言
葉
そ
の
も
の
が
主
役
に
な

る
よ
う
な
演
出
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

音
楽
が
感
情
を
持
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
こ
の
作
品
は
、
今
も
上
演
さ
れ
て
い

ま
す
。
�

　
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
オ
ル
フ
ェ

オ
」
か
ら
約
１
５
０
年
後
の
１
７
６
２

年
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
少
し
前
、
ハ
イ

ド
ン
と
同
じ
時
代
に
、
も
う
一
つ
の
「
オ

ル
フ
ェ
オ
」
が
登
場
し
ま
す
。
ク
リ
ス

ト
フ
・
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・
グ
ル
ッ
ク
（
１

７
１
４
│
８
７
年
）
が
作
曲
し
た
「
オ

ル
フ
ェ
オ
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
」
が

そ
れ
で
す
。
語
り
に
よ
っ
て
芝
居
を
進

め
る
ス
タ
イ
ル
は
グ
ル
ッ
ク
の
作
品
に

も
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
�

　
「
誤
解
」
を
き
っ
か
け
に
作
ら
れ
た

音
楽
劇
は
最
初
、
貴
族
の
娯
楽
と
し
て

城
の
中
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
各
貴
族
が
張
り
合
う
よ
う
に
作

曲
家
を
雇
い
、
専
用
の
劇
場
ま
で
造
っ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
上
演
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
�

♪
�

　
平
成
２１
年
度
「
は
び
き
の
市
民
大
学
後
期
講
座
」

が
１０
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
計
１２
回
で
、
テ
ー
マ

は
「
戦
後
関
西
音
楽
小
史
〜
作
曲
家
、
大
栗
裕
を

中
心
に
」
。
白
石
知
雄
・
大
阪
音
楽
大
学
講
師
ら

が
担
当
し
ま
す
。
詳
細
は
、
は
び
き
の
市
民
大
学

（
０
７
２
・
９
５
０
・
５
５
０
３
）
へ
。
�

大
阪
・
高
松
・
広
島
で
出
張
レ
ッ
ス
ン�

「
親
切
な
指
導
　

「
親
切
な
指
導
　来
て
よ
か
っ
た
」

来
て
よ
か
っ
た
」
�

「
親
切
な
指
導
　

「
親
切
な
指
導
　来
て
よ
か
っ
た
」

来
て
よ
か
っ
た
」
�

「
親
切
な
指
導
　来
て
よ
か
っ
た
」
�

学校説明会とミニコンサートも�

オ
ペ
ラ
誕
生
”誤
解
“が
き
っ
か
け
�



vol.207

14

　
絵
が
と
て
も
上
手
で
繊
細
な
風
景
画

を
描
い
た
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
。
作
曲

家
と
し
て
も
「
音
楽
の
絵
描
き
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
、
描
写
的
な
音
楽
を
書
き

ま
し
た
。
た
と
え
ば
ピ
ア
ノ
曲
「
無
言

歌
」
や
劇
付
随
音
楽
「
真
夏
の
夜
の
夢
」
。

今
年
生
誕
２
０
０
年
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
は
、
少
年
時
代
か
ら
英
才
教
育
を

受
け
、
自
分
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
持
て

る
ほ
ど
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、
当

時
埋
も
れ
て
い
た
バ
ッ
ハ
の
「
マ
タ
イ

受
難
曲
」
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交
響
曲

を
復
活
演
奏
。
人
々
に
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
ま
し
た
。
藤
井
講
師
は
叙
情
的
な

「
無
言
歌
」
や
華
や
か
な
「
結
婚
行
進
曲
」

を
ピ
ア
ノ
独
奏
し
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管

弦
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
赤

松
由
夏
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
の
山
岸
孝
教
さ

ん
と
ト
リ
オ
で
「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
　

第
一
番
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。
�

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
は
何
時
・
何
処
で
・

誰
が
・
何
の
た
め
に
発
明
し
た
の
か
、

な
ど
に
つ
い
て
講
義
。
森
宏
教
授
（
ピ

ア
ノ
）
を
は
じ
め
、
教
え
子
の
奥
山
由

布
子
（
大
３
・
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
、

土
井
沙
織
（
同
・
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
）
、

外
山
舞
（
短
２
・
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
）

の
３
人
と
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
「
Ｇ
線

上
の
ア
リ
ア
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
ベ
ル
ギ
ー
人
の
ア
ド
ル
フ
・
サ
ッ
ク

ス
が
１
８
４
０
年
ご
ろ
に
発
明
。
パ
リ

で
製
作
し
た
こ
と
か
ら
、
今
で
も
フ
ラ

ン
ス
の
楽
器
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
吹
奏

楽
で
使
用
さ
れ
、
広
ま
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
固
定
の

席
を
持
て
な
か
っ
た
の
は
、
音
が
木
管

と
金
管
楽
器
の
中
間
で
、
個
性
が
な
い

と
さ
れ
た
た
め
で
す
。
一
方
、
１
９
２

０
年
代
以
降
、
ジ
ャ
ズ
の
世
界
で
は
高

い
評
価
を
得
て
広
く
使
用
さ
れ
ま
し
た
。�

　
楽
器
の
管
は
大
抵
、
先
に
い
く
ほ
ど

広
が
っ
て
お
り
「
末
広
が
り
」
。
リ
コ

ー
ダ
ー
は
そ
の
逆
で
、
管
の
内
部
は
円

錐
形
で
「
先
細
り
」
。
愛
ら
し
い
音
の

秘
密
は
管
の
構
造
に
あ
り
ま
す
。
�

　
18
世
紀
中
ご
ろ
に
な
る
と
強
弱
の
激

し
い
音
楽
が
登
場
し
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代

が
終
わ
る
と
、
こ
の
楽
器
は
姿
を
消
し

ま
し
た
。
復
活
し
た
の
は
20
世
紀
初
頭
。

い
ろ
ん
な
曲
が
リ
コ
ー
ダ
ー
の
た
め
に

書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
で
は
教

材
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
�

　
リ
コ
ー
ダ
ー
の
村
上
珠
美
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
の
黒
木
俊
美
さ
ん
が
演
奏
の
お
手

伝
い
。Ｊ
･
Ｓ
･
バ
ッ
ハ
の
「
ガ
ボ
ッ
ト
」
、

子
ど
も
た
ち
の
練
習
曲
、Ｂ
･
ボ
ン
サ
ー

の
「
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
」
、2
本
の
楽
器

を
使
っ
て
演
奏
す
る
Ｐ
･
ロ
ー
ズ
の
「
こ

れ
と

あ
れ
」
な
ど
初
期
バ
ロ
ッ
ク
か

ら
現
代
ま
で
の
12
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
ド
イ
ツ
歌
曲
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
シ

ュ
ー
マ
ン
が
活
躍
し
た
１９
世
紀
初
頭
に

黄
金
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
方
、

日
本
で
は
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
に
山

田
耕
筰
や
信
時
潔
ら
に
よ
っ
て
そ
の
扉

が
開
か
れ
、
や
が
て
日
本
の
ロ
マ
ン
派

時
代
と
も
思
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。�

　
「
自
然
」「
歓
び
」「
人
生
」
な
ど
７
つ

の
テ
ー
マ
に
分
類
し
、
叙
情
的
な
日
本

歌
曲
と
ド
イ
ツ
歌
曲
の
違
い
を
歌
と
解

説
で
綴
り
ま
す
。
「
回
想
」
の
項
で
は

山
田
耕
筰
「
こ
の
道
」
と
ヴ
ォ
ル
フ
「
郷

愁
」
を
紹
介
。
共
に
故
郷
の
情
景
を
歌

っ
て
い
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
人
は
明
朗
に
、

日
本
人
は
感
傷
的
に
思
い
を
馳
せ
る
と

こ
ろ
に
違
い
を
見
せ
ま
す
。
�

　
堅
田
京
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
ソ

プ
ラ
ノ
の
掛
戸
有
美
さ
ん
、
加
藤
か
お

り
さ
ん
、
山
本
企
佐
子
さ
ん
が
ロ
マ
ン

に
満
ち
た
１９
曲
を
実
演
し
ま
し
た
。
�

　
大
阪
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
９
「
古
今
東
西
音
楽
考
」

（
本
学
主
催
、大
阪
府
共
催
）は
６
月
１０
日
か
ら
２６
日
ま
で

の
間
に
計
６
回
、さ
い
か
く
ホ
ー
ル（
大
阪
府
新
別
館
北

側
１
階
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
�

「
音
楽
の
仕
事
情
報
館
」
設
置
へ�

こんなリコーダーが�
　　　聴きたかった�

第２日　藤田　　教授�
�

第１日　赤松二郎教授�
�

（
そ
の
２４
）�

（
そ
の
２４
）�

（
そ
の
２４
）�

歌曲のロマン～ドイツ歌曲�
と日本歌曲を比べてみれば～�

スーパー管楽器�
“サクソフォーン”の魅力�

第４日　草野道広教授�
�

大
阪
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
2
0
0
９
�

“古
今
東
西
音
楽
考

古
今
東
西
音
楽
考
”�

“古
今
東
西
音
楽
考

古
今
東
西
音
楽
考
”�

“古
今
東
西
音
楽
考
”�

第３日　藤井快哉講師�
�

華麗なる�
メンデルスゾーンの世界!

６月１０日�６月１０日�

６月１９日�

６月２４日�

６月２６日�

６月１７日�６月１７日�

６月１２日�６月１２日�
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梅
雨
の
ま
っ
た
だ
な
か
、
軽
快
な
タ

ッ
プ
ダ
ン
ス
が
目
に
浮
か
ぶ
「
雨
に
唄

え
ば
」、
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
切
な
い
「
シ

ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
」、
「
あ
め
ふ
り

く
ま
の
子
」
か
ら
八
代
亜
紀
の
「
雨
の

慕
情
」
ま
で
、
雨
に
ち
な
ん
だ
曲
を
１２

曲
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ピ
ア
ノ
の
井
本
講
師

が
、
と
び
き
り
お
し
ゃ
れ
な
ア
レ
ン
ジ

で
演
奏
し
ま
し
た
。「
雨
」
の
次
は
「
夏
」。

「
今
回
特
別
に
お
招
き
し
た
〝
古
今
東

西
合
唱
団
〞
の
み
な
さ
ん
、ど
う
ぞ
一

緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
井
本
講
師

が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
客
席
に
呼
び

か
け
る
と
、
受
講
者
の
み
な
さ
ん
は
「
夏

の
思
い
出
」
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
を
楽

し
そ
う
に
口
ず
さ
み
ま
し
た
。�

　
最
後
は
ピ
ア
ノ
で
〝
和
〞
の
世
界
。

近
松
門
左
衛
門
の
心
中
物
を
描
い
た
井

本
講
師
作
曲
の
組
曲
「
恋
の
み
ち
ゆ
き
」

が
し
っ
と
り
と
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
ず
、
井
口
教
授
の
お
話
。「
尺
八

は
中
国
で
誕
生
し
唐
代（
奈
良
時
代
）に

日
本
へ
伝
来
。
現
代
の
中
国
楽
器
『
洞

簫
』（
ト
ン
シ
ャ
ウ
）は
、
明
る
く
澄
ん

だ
音
色
な
の
で
、
日
本
の
尺
八
は
独
自

の
美
意
識
に
よ
っ
て
変
容
を
遂
げ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
禅
宗
の
一
派
『
普
化
宗
』

の
虚
無
僧
が
修
業
の
際
、
法
器
と
し
て

用
い
た
の
が
、
伝
承
の
基
盤
と
な
り
ま

し
た
。
尺
八
は
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
す

が
、
音
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
ま
す
。

尺
八
本
曲
は
琴
古
流
の
始
祖
、
黒
沢
琴

古（
１
７
１
０
―
７
０
）が
全
国
行
脚
し
、

収
集
し
た
二
十
数
曲
が
基
本
曲
で
す
」�

　
田
嶋
講
師
は
バ
ッ
ハ
音
楽
祭
で
「
旅

Ⅹ
」
を
世
界
初
演
し
帰
国
し
た
ば
か
り
。

「
尺
八
を
楽
器
と
考
え
た
り
、
演
奏
し

よ
う
と
し
た
り
す
る
の
は
間
違
い
」
と

言
い
、
疲
れ
も
見
せ
ず
、「
虚
空
」
や
「
産

安
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
と
同
短
期
大
学
部
が

２１
年
度
か
ら
取
り
組
む
学
生
支
援
推
進

事
業（
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
「『
音

楽
の
仕
事
情
報
館
』
構
築
に
よ
る
学
生

の
音
楽
仕
事
力
育
成
と
就
職
支
援
」
が

７
月
７
日
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生

支
援
機
構
か
ら
「
採
択
」
と
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
２３
年
度
ま
で
の
３
年
間

に
「
音
楽
の
仕
事
情
報
館
」
を
設
置
し
、

学
生
自
身
が
音
楽
で
生
き
て
い
く
た
め

の
音
楽
仕
事
力
の
開
発
・
育
成
支
援
を

目
指
し
ま
す
。�

　
こ
の
事
業
は
各
大
学
・
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
か
ら
申
請
さ
れ
た
各
大

学
等
に
お
け
る
学
士
力
の
確
保
や
教
育

の
取
り
組
み
の
中
か
ら
達
成
目
標
を
明

確
に
し
た
効
果
が
見
込
ま
れ
る
取
り
組

み
を
選
定
し
、
社
会
に
情
報
提
供
す
る

と
と
も
に
、
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

高
等
教
育
の
質
保
証
の
強
化
に
資
す
る

こ
と
が
目
的
。
テ
ー
マ
は
Ａ
、
Ｂ
の
二

つ
あ
り
、
本
学
は
Ｂ
の
学
生
支
援
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
に
な
り
ま
し
た
。�

　
本
学
が
取
り
組
む
具
体
的
内
容
は
、

音
楽
関
連
分
野
の
情
報
を
網
羅
し
、
卒

業
生
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
「
音

楽
仕
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
設
置

し
、
「
音
楽
の
仕
事
情
報
館
Ｈ
Ｐ
」
を

開
設
し
ま
す
。
定
期
的
に
「
音
楽
の
仕

事
・
情
報
交
流
会
」
「
音
楽
仕
事
情
報

Ｏ
Ｆ
Ｆ
会
」
を
開
催
し
、
企
業
等
で
活

躍
し
て
い
る
卒
業
生
と
学
生
が
交
流
で

き
る
場
を
作
り
、
持
続
的
な
活
動
支
援

を
行
い
ま
す
。�

　
こ
の
取
り
組
み
の
効
果
を
最
大
限
に

す
る
た
め
、
「
音
楽
仕
事
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
を
窓
口
に
卒
業
生
と
の
つ
な

が
り
を
再
強
化
。
従
来
以
上
に
音
楽
関

連
業
界
か
ら
の
協
力
を
得
る
体
制
を
築

き
、
学
生
に
音
楽
の
仕
事
の
あ
り
方
を

模
索
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。�

　
こ
の
取
り
組
み
に
よ
る
「
音
楽
仕
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
専
門
的
能
力

の
開
発
と
、
社
会
で
音
楽
を
活
用
す
る

能
力
（
音
楽
仕
事
力
）
の
育
成
に
よ
っ

て
、
社
会
状
況
の
変
化
に
即
応
し
高
度

な
ア
ー
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
持

つ
人
材
の
育
成
・
就
職
支
援
へ
と
発
展

的
に
継
続
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

音
楽
関
連
業
界
、
地
域
社
会
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
、
「
音
楽
の
仕
事
情

報
館
」
を
音
楽
に
よ
る
社
会
創
造
活
動

の
拠
点
へ
と
発
展
さ
せ
ま
す
。�

２１
年
度
か
ら
本
学
学
生
の
音
楽
仕
事
力
開
発
・
育
成
に�

「
音
楽
の
仕
事
情
報
館
」

「
音
楽
の
仕
事
情
報
館
」
設
置
へ

設
置
へ�

「
音
楽
の
仕
事
情
報
館
」
設
置
へ�

学生支援�
機構採択�

（
そ
の
２４
）�

（
そ
の
２４
）�

ポピュラーピアノの�
魅力�
第５日　井本英子講師�
�

知っているようで�
　知らない『尺八』�
第６日　演奏　田嶋直士講師�

お話　井口淳子教授�
�

“古
今
東
西
音
楽
考
”�

“古
今
東
西
音
楽
考
”�

６月１０日�６月２４日�６月２４日�

６月２６日�６月２６日�

６月１７日�

６月１２日�
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尺
八
演
奏
家
と
し
て
国
際
的
に
活
躍

し
て
い
る
田
嶋
直
士
講
師
は
６
月
１４
日
、

ド
イ
ツ
・
聖
ト
ー
マ
ス
教
会
で
の
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
・
バ
ッ
ハ
音
楽
祭
に
出
演
。

細
川
俊
夫
さ
ん
作
曲
の｢

尺
八
と
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
た
め
の
『
旅
Ⅹ
』
―
野
ざ

ら
し
―｣

を
世
界
初
演
し
ま
し
た
。
１

０
５
年
の
歴
史
を
誇
る
同
音
楽
祭
で
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
日
本
の
伝
統
音
楽�

「
尺
八
」
の
協
演
。
東
西
音
楽
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
聴
衆
は
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
歓
迎
し
ま
し�

た
。�

　
同
音
楽
祭
か
ら
作
品
を
委
嘱
さ
れ
た

細
川
さ
ん
は
日
本
と
ド
イ

ツ
を
拠
点
に
活
躍
し
、
現

代
音
楽
の
国
際
的
な
舞
台

で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

作
曲
家
、
指
揮
者
。
今
回

の
作
品
に
つ
い
て
、
細
川

さ
ん
は
「
バ
ッ
ハ
の
生
き

た
時
代
に
近
い
、し
か
し
、

バ
ッ
ハ
の
音
楽
か
ら
最
も
遠
い
音
楽
性

を
持
っ
て
い
る
日
本
の
１６
、
１７
世
紀
に

生
ま
れ
た
尺
八
音
楽
を
考
え
た
。
現
代

の
優
れ
た
尺
八
奏
者
、
田
嶋
氏
と
の
出

会
い
が
こ
の
作
品
を
生
み
出
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。�

　
同
音
楽
祭
は
６
月
１１
日
か
ら
２１
日
ま

で
開
催
。
１４
日
は
現
代
音
楽
で
、
期
間

中
メ
ー
ン
の
一
つ
。
し
か

も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
殿
堂

で
あ
る
同
教
会
で
日
本
の

伝
統
楽
器
が
登
場
す
る
の

は
史
上
初
。
午
後
９
時
か

ら
始
ま
っ
た
演
奏
会
で
田

嶋
講
師
は
最
初
に
ケ
ル
ン

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ

ク
に
「
旅
Ⅹ
」
、
続
い
て
Ｊ
・
Ｓ
・
バ

ッ
ハ
の
「
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲

第
５
番
ニ
長
調 

B
W
V
・
１
０
５
０
」

と
「
虚
空
―
尺
八
ソ
ロ
」
。
そ
し
て
４

曲
目
を
再
び
「
旅
Ⅹ
」
と
し
た
の
は
「
バ

ッ
ハ
の
世
界
を
聴
き
、
再
度
の
『
旅
Ⅹ
』

に
印
象
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、変
わ
ら

な
い
の
か
」
が
ね
ら
い
で
し
た
。
田
嶋

講
師
は
「
虚
空
で
は
精
神
性
の
高
さ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
に
鋭
く
反
応
、
２

度
目
の
『
旅
Ⅹ
』
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

や
指
揮
者
、
聴
衆
が
芭
蕉
の
俳
句
が
持

つ
寂
寥
感
や
「
野
ざ
ら
し
」
の
壮
絶
な

世
界
な
ど
日
本
文
化
の
奥
深
さ
を
理
解

し
て
く
れ
た
の
で
は
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
危
機
管
理
委
員
会

は
５
月
１７
日
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
本
部
を
設
置
し
、
１８
日
か
ら
２３
日

ま
で
休
校
の
措
置
を
取
り
ま
し
た
。
本

学
で
は
幸
い
感
染
し
た
人
は
な
く
、
授

業
は
２５
日
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
間
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
音
楽
博
物

館
、
幼
稚
園
な
ど
の
付
属
施
設
が
閉
鎖

に
な
り
、
演
奏
会
や
特
別
講
義
な
ど
に

も
影
響
が
出
ま
し
た
。
�

 
休
校
に
伴
う
補
講
に
つ
い
て
大
学
側

は
特
に
補
講
日
を
設
け
ず
、
今
後
の
授

業
の
中
で
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
今
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
�

動
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
予
定

し
て
い
た
オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座
を
は
じ

め
畑
中
良
輔
特
別
講
座
「
日
本
歌
曲
１

０
０
年
の
歩
み
を
辿
っ
て
」
、
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
の
第
４３
回
定
期
演
奏

会
な
ど
が
相
次
い
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
検
討
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
延

期
が
決
ま
り
ま
し
た
。
�

●オペラ物知り講座「この人でこのオペラ！」 ２月２２日�
　第１回高嶋優羽さんの場合�

●畑中良輔特別講座　　　　　　 ３月 ５日�
　第５回｢戦中より戦後へ｣�

●豊中子ども音楽祭　　　　　   １０月 ４日�

�

延期が決定した講座�

講座･演奏会名　　　　　　  延期日�

　
開
館
２０
周
年
を
迎
え
た
ザ
･
カ
レ
ッ

ジ
･
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
６
月
１８
日
、
自

主
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
階

控
室
か
ら
出
火
し
た
、
と
い
う

想
定
で
、
職
員
２３
人
が
参
加
。

消
防
署
へ
の
通
報
、
避
難
誘
導
、

大
型
消
火
器
の
放
水
訓
練
な
ど

を
し
ま
し
た
。
�

　
圧
巻
は
高
さ
１２
　
も
あ
る
３
階
か
ら

の
避
難
訓
練
。
男
女
８
人
が
挑
戦
し
ま

し
た
。
�

5月23日に予定していたオペラハウス管弦楽団の�
第43回定期演奏会は現在、検討中�
�

バッハの墓の前で。左が細川俊夫さん�

メ
ー�

ト
ル�

バ
ッ
ハ
音
楽
祭
に
田
嶋
講
師

バ
ッ
ハ
音
楽
祭
に
田
嶋
講
師�
バ
ッ
ハ
音
楽
祭
に
田
嶋
講
師�

尺
八
で
「
旅
Ⅹ
」
―
野
ざ
ら
し
―
を
世
界
初
演

尺
八
で
「
旅
Ⅹ
」
―
野
ざ
ら
し
―
を
世
界
初
演�
尺
八
で
「
旅
Ⅹ
」
―
野
ざ
ら
し
―
を
世
界
初
演�

６日間休校�

新型インフルエンザ�
�

授
業
や
特
別
講
座
に
影
響
�

オペラハウスで消防訓練�
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「
編
曲
の
腕
を
い
か
し
、
お
年
寄
り

や
子
ど
も
た
ち
の
お
役
に
立
ち
た
い
」
。

神
戸
市
内
な
ど
で
音
楽
教
室
を
開
い
て

い
る
河
口
結
子
さ
ん（
８５
年
大
卒
・
作

曲
）
た
ち
が
そ
ん
な
思
い
で
始
め
た
「
お

寺
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
。
会
場
は
河
口
さ

ん
の
嫁
ぎ
先
、
兵
庫
県
丹
波
市

氷
上
町
の
無
量
寺
。
６
年
目
を

迎
え
た
今
年
も
本
堂
か
ら
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
楽
し
い
音
色
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
「
あ
ん

た
た
ち
の
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
お
っ
た
ん
よ
」
と
お
年
寄

り
た
ち
。
今
年
は
神
戸
を
は
じ

め
福
井
か
ら
や
っ
て
来
た
人
も
あ
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
輪
は
確
実
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
�

　
河
口
さ
ん
は
９７
年
か
ら
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
や
地
元
の
バ
ル
ー
ン
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
絵
本
作
家
た
ち
を
ゲ
ス
ト
に
招

い
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

０４
年
に
は
丹
波
市
在
住
の
音
楽
療
法
士
･

梅
谷
浩
子
さ
ん
と
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

ユ
ニ
ッ
ト
「
ザ
･
ピ
ア
ン
カ
」
を
結
成
。

「
お
寺
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
産

声
を
上
げ
ま
し
た
。
�

　
今
度
い
つ
や
る
の
ん
�

　
６
回
目
の
今
年
は
４
月
５
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
�

「
み
ん
な
の
里
に
春
が
来
た
」
。

「
汽
車
ぽ
っ
ぽ
」「
線
路
は
続
く

よ
」
な
ど
の
汽
車
メ
ド
レ
ー
で

始
ま
り
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
の

「
サ
ウ
ス
ポ
ー
」
、
昔
な
つ
か

し
い
遊
び
歌
、
サ
ク
ラ
メ
ド
レ

ー
と
続
き
ま
す
。
ア
ニ
メ
「
ひ

み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
は
ジ
ャ
ズ
風

に
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
こ
の
日
の
曲

は
い
ず
れ
も
河
口
さ
ん
が
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
向
け
に
編
曲
し
ま
し
た
。
�

　
今
年
は
丹
波
市
内
の
お
年
寄
り
も
招

待
し
、
約
６０
人
が
本
堂
を
埋
め
ま
し
た
。

２
人
の
掛
け
合
い

が
始
ま
る
と
、
皆

さ
ん
曲
に
合
わ
せ

リ
ズ
ム
を
取
り
、

口
ず
さ
み
ま
す
。

童
謡
「
花
い
ち
も

ん
め
」
で
は
河
口

さ
ん
が
ソ
ロ
、
梅

谷
さ
ん
が
マ
リ
を

つ
く
な
ど
、
随
所

に
楽
し
い
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
。「
な

つ
か
し
い
曲
を
聴
い
て
、元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
度
は
い
つ
や
る
の
�

ん
」
。
お
年
寄
り
た
ち
は
年
に
一
度
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
�

　
学
校
に
も
出
前
演
奏
�

　
河
口
さ
ん
と
梅
谷
さ
ん
は
昨
年
、
阪

神
淡
路
大
震
災
復
興
祈
念
「
神
戸
･
元

町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
イ
ー
ク
」
に
出
演
、

「
ザ
･
ピ
ア
ン
カ
」
の
名
は
県
内
で
も

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保
育
園
、

小
学
校
、
病
院
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
演
奏
依
頼
は
年
々
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
�

　
週
末
は
地
元
、
平
日
は
神
戸
で
音
楽

活
動
を
す
る
河
口
さ
ん
。
「
私
に
と
っ

て
音
楽
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
支
え
て

く
れ
た
親
友
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に

活
動
の
場
を
広
げ
、
私
自
身
の
音
楽
を

多
く
の
人
に
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
�

　幼稚園や小学校でお世
話になった鍵盤ハーモニ
カ。卒業後は思い出の引
き出しにしまい込んだま
ま、ほとんどの人はその
存在すら忘れ去っています。ピアノ
教室を開いている著者がそんな楽器
に陽の目を当てようとしたのが、こ
の編曲集「みんなの鍵盤ハーモニカ 
デュオ」。�
　６年程前から音楽療法の伴奏者と
しても活動している河口さんは、童
謡や唱歌を鍵盤ハーモニカ向けにア
レンジし、伴奏楽器を伴わない、デ
ュオ演奏をプログラムに取り入れま
した。これが評判を呼び、小学校な
どからデュオ演奏会の依頼が急増。
このことが出版社の耳に入り、編曲�
�
�
作品集が出来上がりました。�
　｢しゃぼん玉｣｢犬のおまわりさん｣
など誰もが一度は口ずさんだことの
ある童謡から、｢サウスポー｣｢あの
時 君は若かった｣のような懐かしい
ポップスまで１１曲を紹介しています。
｢ずいずいずっころばし｣｢犬のおま
わりさん｣ではネズミや犬の指輪を
はめて演奏、鍵盤の上を動物たちが
走り回るなど、子どもから大人まで
が楽しめるように、遊び心いっぱい
の仕掛けがあちこちに見られます。�
 学校の教具としてのイメージが強
い鍵盤ハーモニカも、河口さんの手
にかかれば立派な主役。「世代を超
えて日常的に趣味の楽器として市民
権を得られる日が来ることを期待し
ています」。�

みんなの鍵盤ハーモニカ デュオ�
河口結子さん　　　　　　　�
　　　オクト出版社　１６８０円�

遊び心いっぱい�
�

お
寺
で
コ
ン
サ
ー
ト
　
６
年
�

河口  結子さん�
（８５年大卒・作曲）�

音楽は私の親友�
河口結子さん（右）と梅谷浩子さん�

バ
ッ
ハ
音
楽
祭
に
田
嶋
講
師�

尺
八
で
「
旅
Ⅹ
」
―
野
ざ
ら
し
―
を
世
界
初
演�
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第
４６
回
な
に
わ
芸
術
祭
「
新
進
音
楽

家
競
演
会
」（
産
経
新
聞
社
な
ど
主
催
）

が
５
月
７
日
に
大
阪
・
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
ピ
ア
ノ
・
管
弦
打
楽
器

の
部
に
出
演
し
た
生
川
真
弓
さ
ん
（
０９

年
大
専
修
・
ピ
ア
ノ
）
が
新
人
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
�

　
生
川
さ
ん
が
弾
い
た
の
は
プ
ロ
コ
フ

ィ
エ
フ
の
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
６
番
」

（
戦
争
ソ
ナ
タ
）
の
終
楽
章
。
こ
の
曲

は
ソ
ナ
タ
全
９
曲
の
中
で
最
も
「
重
い
」

曲
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
事

に
克
服
し
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。�

　
今
年
３
月
の
卒
業
式
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
声
楽
の
畠
山
歩
美
さ
ん
。
昨
年

１０
月
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
実

施
し
た
日
本
人
学
校
の
教
員
募
集
に
応

募
し
、
音
楽
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
赴
任
先
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ

日
本
人
学
校
。
小
中
一
貫

校
で
、
児
童
・
生
徒
は
合

わ
せ
て
２
４
７
人
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
畠
山
さ
ん
か

ら
広
報
誌
編
集
室
に
お
便

り
が
届
き
ま
し
た
。
「
ハ

ノ
イ
奮
闘
記
」
第
一
弾
で
す
。
　
　
　
�

♪
�

　
シ
ン
チ
ャ
オ
（
こ
ん
に
ち
は
）
。
畠

山
歩
美
で
す
。
皆
さ
ん
、
ご
存
知
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ベ
ト
ナ
ム
は
本
当
に

空
気
の
悪
い
国
。
最
初
は
腹
式
呼
吸
ど

こ
ろ
か
普
段
、
呼
吸
す
る
こ
と
さ
え
ま

ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
れ
に
日

中
、
４０
度
を
越
す
暑
さ
。
音
楽
室
に
あ

る
楽
器
た
ち
も
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
と
は
ま
る
で
違
う
こ
の
環
境
。

免
疫
が
な
い
私
に
と
っ
て
、
こ
の
地
は

何
と
む
ご
い
と

こ
ろ
な
ん
だ
ろ

う
。
気
が
つ
く

と
、
何
事
に
お

い
て
も
マ
イ
ナ

ス
に
考
え
て
し
ま
う
自
分
が
い
ま
し
た
。�

　
滅
入
る
私
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
た

の
は
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。

笑
顔
で
話
し
掛
け
て
く
れ
た
り
歌
を
歌

っ
て
く
れ
た
り
。
そ
ん
な
姿
を
見
る
と
、

「
こ
の
子
ら
に
よ
い
音
楽
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
私
し
か
い
な
い
ん
�

だ
」
。
そ
う
思
え
た
と
き
、
物
事
を
前

向
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　
音
の
狂
っ
た
ピ
ア
ノ
で
も
い
い
じ
ゃ

な
い
。
今
あ
る
も
の
を
最
大
限
に
生
か

し
、
そ
の
中
で
自
分
自
身
を
目
い
っ
ぱ

い
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
。
音
楽

の
底
力
を
、
今
ハ
ノ
イ
で
試
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
�

♪
�

　
畠
山
さ
ん
は
５
月
９
日
に
一
時
帰
国

し
、い
ず
み
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
関
西

新
人
演
奏
会
に
出
演
し
ま
し
た
。
体
調

不
良
で
、
一
時
は
出
演
を
辞
退
す
る
こ

と
も
考
え
た
そ
う
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
に
後
押
し
さ
れ
、
演
奏
会
は

無
事
成
功
し
た
そ
う
で
す
。
�

♪
�

　
広
報
誌
編
集
室
で
は
畠
山
さ
ん
の「
ハ

ノ
イ
奮
闘
記
」
を
随
時
掲
載
す
る
予
定

で
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
�

�

■第１１回「万里の長城�
杯」国際音楽コンクール 
弦楽器部門一般Ａの部 �
１位、中国駐大阪総領
事賞 清水由佳子（０３年
院修・ヴァイオリン）、
３位 辻英子（０２年大卒･
ヴァイオリン）▽ピアノ
部門大学の部 ２位 呑海
文香（大４・ピアノ）＝３月２０日、
ピッコロシアター。中国音楽理事
会主催�

清
水
由
佳
子
�
辻
英
子
�

呑
海
文
香
�

�

　ジャズピアノトリオ「trio 
of bamboo」のピアニスト
＆コンポーザーとして昨年、
鮮烈なデビューを飾った
竹中睦さんがソロ・プロジ
ェクト活動を開始しました。�
　「FUNK FANTASY」はその記�
念すべき第一作。「REDZONE」
「COOLPAS S ION」「LAT INO  
EMOTION」などオリジナル８曲を収録�
しています。�

　｢今回のアルバムは、以前から書きとめ
ていた楽曲を作曲家の目線から、トリオと
は違ったサウンドでクリエイトしています｣
と竹中さん。ジャズ、ロック、ポップス、すべ
てを含めたボーダレスな新しいジャンルに
挑む意欲作。アルバムの前半は激しく疾
走するグルーヴ感のある曲、後半はラブソ
ング的なバラードもあり、全体を通してスト
ーリーが感じられる作品に仕上げています。�
「アレンジについてもアッと驚くような仕掛
けがあります。新しい感覚で聴いていた
だければいいかな」。独自のメロディ・ライ
ンと色彩感あふれるサウンドが天こ盛り。「睦
ワールド」が楽しめる一作だ。�
　発売はダイキ・サウンド。２０００円。�
竹中さんのホームページは
http://takenakamutsumi.com/

「FUNK FANTASY」�
竹中 睦さん�
（付属音楽院講師）�

�

生
川
さ
ん
、新
人
奨
励
賞
�

第
４６
回
な
に
わ
芸
術
祭
�

敬称略�コンクール�

○産経新聞社�C

「睦ワールド」天こ盛り�

子
ど
も
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ
�

畠山歩美さんの�

ハノイ奮闘記�
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

��

岡
山
県
支
部
（
松
本
義
弘
支
部
長
）�

　
若
手
演
奏
家
に
よ
る
「
第
四
回
ハ
ー

ト
フ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
５
月
１７
日
、
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津

山
で
開
か
れ
、
収
益
金
の
一
部
が
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。�

幸
楽
会
事
務
室
か
ら
お
知
ら
せ�

◆
８
月
の
開
室
日
　
８
月
３
、
１０
、
２４
、

３１
日
　
い
ず
れ
も
月
曜
日
で
す
。�

MUSEUM BOX
西岡信雄コレクション特別展　開催�
「フィールドワークの足跡」�
－楽器が自然と人間を語る－�

ガムラン・ワークショップ２００９�
受講者募集�

　“世界の楽器を知り尽くす楽器博士”こと西岡信雄名誉教授が、３０年間の
歳月をかけ、約４０カ国で収集したコレクションの内、音楽博物館に寄贈された
楽器１４５０点、楽器を持った人形１６００点が一堂に展示されます。いずれも今
では手に入らない珍しい楽器、演奏法や合奏の編成を研究する重要な手が
かりとなる楽器を持った人形など、音楽と人類のかかわりを伝える貴重な資料
ばかりです。ぜひ音楽博物館でご覧ください。�
�
会期：１０月１日（木）～１２月２８日（月）�
会場：音楽博物館　展示室内　入場無料�
開館時間：１０時～１６時　休館日：日・祝祭日、創立記念日（１０月１５日）�
�
�
１０月２４日（土）１４時　音楽博物館　入場料：１０００円  申込制�
お話　西岡信雄名誉教授�

特別展記念講演   「楽器からのメッセージ」�

　音楽博物館では、今年もインドネシア・バリ島の伝
統音楽「ガムラン」のワークショップを開催いたします。
ガムランは金属製打楽器を中心としたアンサンブル。
西洋音楽にはない独特の響きを体験してみませんか。�

９月１２日（土）１０時～１５時　講師：小林江美（本学演奏員、ガムラン奏者）
会場：大阪音楽大学Ｋ号館　音楽博物館展示室�
対象：一般および本学在学生・本学教職員�
参加費：一般３０００円　（本学在学生・本学教職員は無料です。）�
使用楽器：音楽博物館所蔵ガムラン�
〈申し込み・問い合わせ〉大阪音楽大学音楽博物館　〒５６１-０８４１　豊中市名神口１-４-１�

1０６-６８６８-１５０９  FAX０６-６８６５-１２２１�

�� 

若
槻
文
子
名
誉
教
授
が
５
月
２８
日
に

死
去
さ
れ
ま
し
た
。
９０
歳
で
し
た
。
３１

日
、
京
都
市
内
で

告
別
式
が
営
ま
れ

ま
し
た
。�

　
同
名
誉
教
授
は

５７
年
４
月
に
短
期
大
学
講
師
に
な
り
、

助
教
授
を
経
て
６９
年
に
教
授
。
８７
年
に

定
年
退
職
し
ま
し
た
。�

深江亮太×清松優記子　Joint Concert�
８月７日（金）１９時　イーグレひめじアートホール�
1０９０-２１９３-９９９３　深江�

平成２１年度和泉市民熱中サポート事業�
モーツァルトがやってきた！�
８月８日（土）１４時　弥生の風ホール�
秋田理恵　紀岡奈都子　石毛明生　大杉秘�
1０８０-５５９０-５７０４　森河�

“ひとときの音楽”イギリス・バロックの花�
８月１４日（金）１８時３０分　クレオ大阪中央　�
笹山晶子 村井優美 原田潤一 高本一郎 頼田麗�
1０９０-６０６７-４５０７　ささやま�

西洋古楽器による小演奏会　Ｖｏｌ．５６�
８月１７日（月）１９時　ギャラリー草片 要予約�
松原優子　大西万喜　吉竹百合子�
1０７４５-５５-２４７８　そう楽舎�

Male Box Concert～バリトンはいかが？～�
８月２０日（木）１９時　ザ・フェニックスホール�
川下登 小玉晃 雁木悟 青木耕平 ほか�
1０７９８-３５-１１５２　青木�

ソプラノ坂口さやか～セレナーデと海のうた～�
８月２２日（土）１５時　世良美術館�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

はりま夢舞台～若き演奏家のスーパーコンチェルト～�
８月２３日（日）１８時　兵庫県立芸術文化センター�
中村友美　武田麻衣子　山下綾美　岩美玲奈�
1０７９-２５４-４２０２　岩見�

楽楽クラシカルのおとサプリコンサート�
８月２５日（火）１４時　１９時　２回公演�
箕面メイプルホール　上野裕子 槇智花 五十嵐香美�
1０９０-５０１２-７７２８　上野�

ビストロ疋田     ユニセフチャリティーコンサート�
８月２９日（土）１９時３０分 ザ・リッツカールトン大阪�
阪上和夫 並河寿美 中西智子 疋田綾子 關口康祐�
1０６-６８５８-０９０９　疋田�

猿渡裕介Saxophone Recital�
９月１２日（土）１８時　神戸市産業振興センター�
1０７８-２３０-２６０７　高見楽器工房�

Ｓｉｍｐｌｅ Ｇｉｆｔｓ　私のお気に入り！�
９月１２日（土）１９時　兵庫県立芸術文化センター�
計盛恵子　伊藤麻希子　伊野波幸　ほか�
1０６-７１７７-１７９２　瀬戸口�

有居恵・小林由佳・中田百合子ジョイント・コンサート�
「音の職人たち～その祈りと軌跡～」�
９月１８日（金）１９時　西宮市プレラホール�
1０７９８-６４-９４８５　西宮市プレラホール�

音の泉　ミ・ベモルポピュラーコンサート�
９月１９日（土）１８時３０分 クレオ大阪中央ホール�
９月２１日（月・祝）１４時 高知県立美術館ホール�
９月２３日（水・祝）１４時 栗東芸術文化会館�
1０９０-１２４０-９９０７　ミ・ベモル事務局�

ピアノトリオのひととき Ｖｏｌ．７�
９月２０日（日）１５時　豊中市立ローズ文化ホール�
正田真紀子 松田淳一 後藤敏子 植田延江�
1０７２-７６１-１２５３　正田�

ドイツからの便り　松本恵ピアノリサイタル�
９月２１日（月・祝）１４時　茨木市クリエイトセンター�
1０７２-６３６-１０２２　松本恵を聴く会�

７人のピアニストが贈る《音の花束》�
９月２３日（水・祝）１４時　うはらホール�
井筒良子　小上多衣子　古閑裕子　ほか�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

アンサンブル花音　遥かなる庭より�
９月２３日（水・祝）１４時　兵庫県立芸術文化センター�
山田暢 松平季子 横山陽子 豊永佳子�
1０７８-８７１-５０５２　アンサンブル花音�

岩城拓也テノールリサイタル�
９月２７日（日）１８時　ザ・フェニックスホール�
1０７５-９５２-０３４６　加瀬�

川西市民創作ミュージカル　川西の金太郎�
１０月１７日（土）１７時　１８日（日）１４時　川西市文化会館�
井村誠貴 熊谷美紀 油井宏隆 東平聞 大岡紋�
1０７２-７４０-１１０６　川西市役所文化・国際交流課�

Aurora 京都公演Vol.１ モーツァルトを歌う�
１０月２５日（日）１４時　青山記念音楽館バロックザール�
結城麻子　和田陽恵　香川紀恵�
1０７５-３９３-００１１　青山記念音楽館�

《幸楽会》後援演奏会�

大阪音楽大学後援演奏会�
�

バリアフリーコンサート～２５回記念～�
９月１３日（日）１５時　茨木市クリエイトセンター�
小西潤子　松田淳一　後藤敏子　石原光世�
1０７２-６２２-９９２８　バリアフリーコンサート企画�

松永美穂・冬廣万美子ピアノデュオリサイタル�
９月２０日（日）１４時�
京都青山音楽記念館　バロックザール�
1０７５-３９３-００１１　バロックザール�

La La Vita Vocal Concert Vol.Ⅸ Buffaの世界�
９月２０日（日）１５時　イシハラホール�
今村悦子　岡崎房恵　喜多真美　菊池祐子�
花篤孝子　高木未知子　田邉織恵�
中津江美　橋本由美　福井景子�
藤村江季奈　宮本佳代子　森本靖子�
伊藤誓　諏訪部匡司　西尾岳史�
1０７２-６７３-４０６３　福島�

スーパーリコーダーカルテット リサイタル Ｖｏｌ．５�
９月２２日（火・祝）１７時　ザ・フェニックスホール�
９月２６日（土）　東京文化会館小ホール�
１０月１０日（土）　西宮・甲東ホール�
藤田　　秋山滋　北村雅彦　松浦孝成�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

ヘンデル作曲オペラ「オルランド」�
９月２６日（土）１５時　伊丹アイフォニックホール�
福島紀子　老田裕子　永木るり子�
田中希美　森孝裕�
1０７９７-７１-０８３２　VOC事務局　井上�

松田昌恵ソプラノ・リサイタル～日本歌曲の夕べ～�
９月２９日（火）１９時１５分�
横浜みなとみらいホール　小ホール�
ソプラノ　松田昌恵　ピアノ　小坂圭太�
1０３-３７９６-１８１８　東京二期会　山�

北野徹パーカッショングループ大阪による�
打楽器オーケストラ演奏会�
１０月１６日（金）１９時　いずみホール�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

末岡智子ピアノリサイタル�
１０月１６日（金）１９時　イシハラホール�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

増井一友ギターリサイタル「内なる想い」�
１１月２１日（日）１７時　近江楽堂�
１１月２８日（日）１７時　ザ・フェニックスホール�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

若
槻
文
子
名
誉
教
授
が
死
去�
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次
号
発
行
予
定
１０
月
２０
日
�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
「
大
学
案
内
　
２

０
０
９
」が
で
き
ま
し
た
。本
学
の
魅
力

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
し
て
あ
り
、
受

験
生
に
は
必
携
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。�

　
大
学
、
同
音
楽
専
攻
科
、
大
学
院
、

短
期
大
学
部
、
同
専
攻
科
の
授
業
科
目

を
網
羅
。
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

卒
業
生
た
ち
を
は
じ
め
、
在
学
生
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
多
数
掲
載
し
、
学
生

の
立
場
か
ら
大
学
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
在
学
生
に
対
す
る
進
路
支
援

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
も
細
か
く
掲
載
。

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
音

楽
博
物
館
な
ど
の
施
設
も
幅
広
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。
Ａ
４
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
で
５８
ペ
ー
ジ
。
無
料
。�

　
「
大
学
案
内
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
を

明
記
の
上
、
大
阪
音
楽
大
学
広
報
誌
編

集
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
今
年
は
ハ
イ
ド
ン
の
没
後
２
０
０
年
。
７０
曲

を
超
え
る
弦
楽
四
重
奏
曲
を
作
曲
し
た
ハ
イ
ド

ン
は
「
弦
楽
四
重
奏
曲
の
元
祖
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
「
弦
楽
四
重
奏
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は

音
楽
の
原
点
」
と
い
う
日
下
部
さ
ん
。「
ク
ヮ
ル

テ
ッ
ト
に
は
喧
嘩
型
と

和
気
あ
い
あ
い
型
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
な
た
が

た
は
ど
ち
ら
？
」
と
、

こ
の
日
の
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
を
つ
と
め
る
ザ
・
カ

レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
の
コ
ン
サ

ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
赤
松
由
夏
さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
景
山
映
子
さ
ん
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
上
野
亮

子
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
の
山
岸
孝
教
さ
ん
に
尋
ね
る

と
、
会
場
は
興
味
し
ん
し
ん
。
作
品
の
標
題
に

ま
つ
わ
る
愉
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が

ら
、
ハ
イ
ド
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
か
ら
第
６７
番

「
ひ
ば
り
」、
第
７８
番
「
日
の
出
」、
第
７７
番
「
皇

帝
」
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。�

　
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
近
代

ま
で
の
作
品
１4�
曲
が
万

華
鏡
の
よ
う
に
、
色
鮮

や
か
に
よ
み
が
え
り
ま

し
た
。�

　
出
演
は
４
組
７
人
。
リ
コ
ー
ダ
ー
の
織
田
優

子
さ
ん
は
久
保
愛
さ
ん
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
で
、
Ｇ
・

Ｆ
・
ヘ
ン
デ
ル
の
「
ソ
ナ
タ 

変
ロ
長
調
」
な

ど
３
曲
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
t
田
直
実
さ
ん
は
近
代

フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
巨
匠
Ｇ
・
フ
ォ
ー
レ
の
「
蝶

と
花 

作
品
１
―
１
」
、
Ｃ
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

｢

星
の
夜｣

な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

歌
曲
の
美
し
さ
、
二
人
の
作
曲
家
の
色
彩
感
を

情
景
豊
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。�

　
内
藤
亜
樹
子
さ
ん
と
金
室
ひ
と
み
さ
ん
は
Ｓ
・

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の｢

二
台
の

ピ
ア
ノ
の
た
め
の
組
曲｣

か

ら｢

舟
歌｣

、｢

ロ
マ
ン
ス｣

な

ど
。
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
の
西
田
歩
美
さ
ん
は
、

大
バ
ッ
ハ
の
次
男
、
Ｃ
・
Ｐ
・
Ｅ
・
バ
ッ
ハ
の

「
無
伴
奏
ソ
ナ
タ
」
と
Ｂ
・
ジ
ョ
ラ
ス
の
「
エ

ピ
ソ
ー
ド
第
４
番
」
。
バ
ッ
ハ
の
ソ
ナ
タ
は
フ

ル
ー
ト
の
た
め
の
曲
で
す
が
、
西
田
さ
ん
は
ソ

プ
ラ
ノ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
で
挑
戦
し
ま
し
た
。�

「大学案内2009」ができました�

大
学
の
魅
力
紹
介�

受
験
生
に
は
必
携�

ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
特
別
講
座
�

音
楽
の
原
点
に
迫
る
�

弦楽四重奏曲の元祖・ハイドン�

若い芽のコンサート　Vol.16

音楽万華鏡～バロックから近代まで～�

時
空
越
え
色
鮮
や
か
に
�

６月６月２７日　ミレニアムホール日　ミレニアムホール�６月２７日　ミレニアムホール�

講師　日下部吉彦　６月６日　ミレニアムホール講師　日下部吉彦　６月６日　ミレニアムホール�講師　日下部吉彦　６月６日　ミレニアムホール�


	207_01.pdf
	207_02
	207_03
	207_04
	207_05
	207_06
	207_07
	207_08
	207_09
	207_10
	207_11
	207_12
	207_13
	207_14
	207_15
	207_16
	207_17
	207_18
	207_19
	207_20

